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新
年
度
の
行
財
政
運
営
の
基
本
と

な
る
予
算
案
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い

た
だ
く
議
会
の
開
会
に
当
た
り
、
来

年
度
の
市
政
運
営
の
考
え
方
の
一
端

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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平
成
　
年
第
２
回
定
例
市
議
会
で
、根
本
市
長
は
２
月
　

24

29

日
、放
射
能
問
題
に
関
す
る
市
の
対
応
、学
校
の
耐
震
化
や
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
の
災
害
対
策
、
第
５
期
シ
ル
バ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、買
物
弱
者
対
策
、　
年
度
予
算
案
な
ど
を

24

報
告
し
ま
し
た
。本
号
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
の
　
年
度
予
算
案
は
、
現
在
国

24

会
で
審
議
中
で
す
が
、
昨
年
に
続
き

す
。交
付
国
債
は
、予
算
に
計
上
す
る

必
要
が
な
く
、新
規
発
行
扱
い
さ
れ
な

い
も
の
で
、借
金
の
先
延
ば
し
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
の
政
治
情
勢
に
よ

り
、予
算
と
予
算
関
連
法
案
の
成
立
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
通
常

収
支
分
と
東
日
本
大
震
災
分
に
経
理

を
区
分
し
、
通
常
収
支
分
の
歳
出
は

前
年
度
比
０
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

　
兆
８
千
　
億
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

81

647

　
歳
入
は
、固
定
資
産
税
評
価
替
え
の

減
が
あ
る
も
の
の
、
個
人
住
民
税
年

少
扶
養
控
除
廃
止
の
増
な
ど
で
地
方

税
が
前
年
度
比
０
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
　
兆
６
千
　
億
円
、
地
方
特
例
交

33

569

付
金
は
、個
人
住
民
税
の
使
途
が
子
ど

も
の
た
め
の
手
当
の
地
方
負
担
増
や

自
動
車
取
得
税
交
付
金
の
減
収
補
塡

分
な
ど
に
振
り
替
え
ら
れ
、前
年
度
比

厳
し
い
編
成
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
復
興
の
特
別
会
計

を
区
分
し
、
国
債
費
を
除
く
経
費
　71

兆
円
、
新
規
国
債
発
行
額
は
　
兆
円

44

を
上
回
ら
な
い
と
す
る
フ
レ
ー
ム
を

辛
う
じ
て
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担

割
合
２
分
の
１
を
維
持
す
る
財
源
約

２
兆
６
千
億
円
を
消
費
税
増
税
を
当

て
込
ん
だ
年
金
交
付
国
債
に
よ
っ
て

賄
う
と
し
、極
め
て
不
安
定
と
い
え
ま

　
市
で
は
、
国
よ
り
厳
し
い
市
独
自

の
除
染
基
準
を
定
め
、
学
校
や
保
育

所
、
公
園
な
ど
子
ど
も
が
利
用
す
る

施
設
を
優
先
し
て
除
染
を
進
め
て
き

ま
し
た（
詳
細
は
今
号
　
面
参
照
）。

10

　
今
後
は
、
３
月
に
策
定
し
た
「
放

射
性
物
質
除
染
計
画
」
に
基
づ
き
、

私
有
地
の
う
ち
戸
建
て
住
宅
や
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
放
射
線
量
測
定
の
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
測
定
し
た
結
果
、
測
定
高
５
セ
ン

チ
で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

23

ト
以
上
の
場
合
は
、
比
較
的
線
量
が

高
い
南
部
・
福
田
地
区
か
ら
区
域
ご

と
に
除
染
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
作
業
は
、
天
地
返
し
を
基
本
に
、

雨
ど
い
下
や
雨
水
浸
透
ま
す
な
ど
の

局
所
的
箇
所
、
日
常
的
に
利
用
す
る

市
独
自
の
除
染
計
画
に
基
づ
く

　
　
私
有
地
の
放
射
線
量
測
定
を
受
付

玄
関
や
物
干
し
場
な
ど
の
土
壌
を
優

先
し
て
行
い
、
残
る
基
準
超
過
箇
所

も
今
年
度
中
に
除
染
を
行
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】
自
治
会
加
入
者
＝
４

月
か
ら
順
次
自
治
会
回
覧
で
／
自
治

会
未
加
入
者
＝
４
月
２
日
月
か
ら
直

接
環
境
保
全
課
へ

※
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
自
分

で
申
請
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、民

生
委
員
が
申
請
を
補
助
し
ま
す
の
で
、

環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課
　

国
の
財
政
運
営
と
野
田
市
の

予
算
編
成
の
考
え
方
　
　
　



許

耐
震
事
業
へ
の
補
助
金
な
ど
の
交
付
、

裏
財
源
起
債
が
認
め
ら
れ
、
元
利
償

還
金
は
交
付
税
措
置
さ
れ
る
こ
と
で
、

同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
や
小
学

校
耐
震
補
強
、消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
　
年
度
予
定
の
事
業
を
前

24

倒
し
し
て
３
月
補
正
し
、　
年
度
と

24

一
体
で
予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
予
算
の
最
重
点
事
項
は
、

24
除
染
費
用
を
含
む
震
災
対
応
経
費
で

す
。保
育
所
耐
震
診
断
、地
域
防
災
計

画
修
正
、災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制

度
な
ど
　
億
４
千
　
万
円
、放
射
能
へ

13

700

の
不
安
を
解
消
す
る
除
染
費
用
、剪
定

枝
処
分
委
託
料
な
ど
３
億
６
千
　
万
550

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、除
染
経
費

が
増
加
す
る
場
合
は
、補
正
予
算
措
置

を
考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
　
大
規

模
地
震
を
想
定
し
早
期
に
行
い
ま
す
。

国
、県
の
防
災
計
画
修
正
と
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
か
ら
、地
震
編
は
想
定
地

震
・
被
害
想
定
の
見
直
し
、地
震
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、初
動
体
制
・
震
災

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、帰
宅
困

難
者
等
対
策
、風
水
害
編
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
指
定
に
伴
う
修
正
、大
規

模
事
故
編
は
原
子
力
発
電
所
事
故
の

放
射
能
対
応
追
加
を
予
定
し
、修
正
経

費
を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
　

親
局
を
市
本
庁
舎
に
、
拡
声
子
局
を

市
域
全
体
で
　
局
、
屋
内
の
戸
別
受

210

信
機
は
、
避
難
所
な
ど
に
　
台
、
聴

100

覚
障
が
い
者
世
帯
に
文
字
表
示
機
能

付
き
　
台
を
導
入
し
ま
す
。

400

　
な
お
、
２
月
　
日
に
総
合
評
価
方

10

式
の
一
般
競
争
入
札
を
行
い
、
入
札

額
が
調
査
基
準
価
格
を
下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
低
入
札
価
格
調
査
を
実
施

し
、履
行
で
き
る
と
さ
れ
た
こ
と
で
、

今
後
、
仮
契
約
を
締
結
し
、
追
加
議

案
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

◆
学
校
　
　
年
度
ま
で
に
全
校
舎
と

27

体
育
館
の
耐
震
化
を
終
了
さ
せ
ま
す
。

　
　
年
度
は
岩
木
小
の
普
通
教
室
棟

23
と
南
部
小
の
体
育
館
耐
震
補
強
工
事

を
設
計
、
工
事
な
ど
は
、
国
の
第
３

次
補
正
予
算
を
活
用
し
て
前
倒
し
し
、

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
保
育
所
　
適
正
な
維
持
管
理
に
務

め
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
不
安
に

応
え
る
た
め
、耐
震
診
断
を
実
施
し
、

補
強
が
必
要
な
建
物
は
耐
震
工
事
を

実
施
し
、
他
市
で
要
改
修
判
定
事
例

の
多
い
木
造
と
鉄
骨
造
の
８
保
育
所

　
棟
は
、　
年
度
に
耐
震
診
断
を
実

11

24

施
す
る
た
め
、
必
要
な
経
費
に
つ
い

て
、当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
中
央
小
体
育
館
屋
根
架
け
替
え
　

４
月
　
日
完
了
を
目
指
し
工
事
を
進

30

め
、２
月
　
日
現
在
、鉄
骨
屋
根
の
解

15

体
と
撤
去
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
耐
震

壁
や
ア
リ
ー
ナ
部
分
の
土
間
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

◆
急
病
セ
ン
タ
ー
の
電
源
　
計
画
停

電
に
は
、ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
で
最
小

限
の
照
明
を
確
保
す
る
と
し
て
い
ま

し
た
が
、　
年
度
に
自
家
発
電
装
置
を

24

設
置
、災
害
時
に
応
急
診
療
が
で
き
る

電
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
農
業
関
係
施
設
　
国
庫
補
助
の
災

害
復
旧
事
業
の
採
択
を
受
け
、東
金
野

井
地
先
の
農
地
の
地
割
れ
や
液
状
化
２

か
所
計
０・３
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
同
地
先

の
幹
線
排
水
路
の
法
崩
れ
１
か
所
　
メ
26

ー
ト
ル
を
工
事
し
て
い
ま
す
。関
宿
元

町
他
の
関
宿
堀
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
崩
落
４

か
所
計
　
メ
ー
ト
ル
は
順
次
発
注
し
、

67

工
事
は
渇
水
期
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら

繰
越
措
置
し
、水
稲
の
作
付
け
に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
災
害
ご
み
　
清
掃
工
場
、関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
第
二
清
掃
工
場
で

仮
置
き
し
て
い
た
瓦
、ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

は
１
月
　
日
に
処
分
終
了
、
最
終
的

13

な
搬
出
処
分
量
は
　
ト
ン
で
、
見
込

548

み
数
量
　
ト
ン
を
下
回
り
ま
し
た
。

600

◆
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
　
市

で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画

を
全
市
域
の
自
治
会
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
合
意
が
形
成
さ
れ
た
地
区
か

ら
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
２
月
１
日
現
在
、
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
自
治
会
な
ど
が
　
団
42

体
、
個
別
避
難
支
援
計
画
整
備
団
体

が
　
団
体
、
要
援
護
者
登
録
者
数
は

37
　
人
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

262　
今
後
は
、
さ
ら
に
計
画
の
重
要
性

を
Ｐ
Ｒ
し
、
積
極
的
に
組
織
率
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、
現
在
策
定
中
の
第

２
次
野
田
市
障
が
い
者
基
本
計
画
に

位
置
付
け
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
を

進
め
ま
す
。

　
市
で
は
、東
葛
地
区
の
ど
の
市
よ
り

厳
し
い
基
準
と
広
い
範
囲
で
除
染
を
実

施
し
、
子
供
た
ち
が
利
用
す
る
保
育

所
、
学
校
、
公
園
な
ど
で
測
定
高
５
セ

　
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
千
　
億
円
、

67

275

地
方
交
付
税
は
、前
年
度
比
０
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
増
の
　

４
千
　
億
円
、

17

545

地
方
債
全
体
は
２
・
７
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
　

千
　
億
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

11

654

　
こ
の
地
方
財
政
計
画
を
踏
ま
え
、

市
の
　
年
度
予
算
は
、合
併
の
際
に
市

24

民
に
約
束
し
た「
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
基

本
的
に
そ
の
水
準
を
落
と
さ
な
い
」

と
い
う
行
政
運
営
の
考
え
方
で
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
確
実
に
履
行
し
、

聖
域
な
き
見
直
し
を
将
来
を
見
据
え

て
行
い
、一
般
会
計
は
　
億
　
万
円
と

473

300

前
年
度
比
１
億
８
千
　
万
円
、０
・
４

600

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
と
子
ど
も
手
当
の
減
が
あ

る
も
の
の
、放
射
能
対
策
を
含
め
た
震

災
経
費
、生
活
保
護
費
の
増
、不
燃
物

処
理
施
設
建
設
事
業
な
ど
で
前
年
度

を
わ
ず
か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、地
方
交
付
税
が
３
億
円
の

増
で
す
が
、個
人
市
民
税
落
ち
込
み
と

評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税
減
で

市
税
２
億
７
千
　
万
円
、
臨
時
財
政

200

対
策
債
３
千
　
万
円
減
が
見
込
ま
れ
、

500

一
般
財
源
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当
の

見
直
し
な
ど
で
４
億
１
千
万
円
減
、

県
支
出
金
も
歳
出
見
合
い
で
５
億
１

千
万
円
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
非
常
に
厳
し
い
歳
入
で
す
が
、国
の

３
次
補
正
予
算
な
ど
で
防
災
、
学
校

東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
て
の
対
応

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害
の
復
旧
状
況
　
　

放
射
能
問
題
へ
の
対
応

市民へ情報を一斉発信（写真は合併前関宿地域設置の拡声子局市民へ情報を一斉発信（写真は合併前関宿地域設置の拡声子局））



　「
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定

審
議
会
」で
は
、こ
れ
ま
で
　
回
の
審

11

議
で
平
成
　
年
度
ま
で
に
ご
み
　
パ

33

30

ー
セ
ン
ト
減
を
目
標
と
し
、
新
清
掃

工
場
は
、「
建
設
地
周
辺
の
環
境
保
全

に
十
分
配
慮
し
、
施
設
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
と
公
害
対
策
の
徹
底
、
低
炭
素

型
社
会
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

環
境
学
習
の
セ
ン
タ
ー
機
能
も
備
え

る
施
設
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
す
る

計
画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
候
補
地
の
選
定
に
当
た

り
、
地
権
者
や
候
補
地
の
地
元
の
皆

さ
ん
に
率
先
し
て
手
を
挙
げ
て
い
た

だ
き
、施
設
整
備
や
環
境
対
策
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
一
緒
に
考

え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
建
設
候
補
地

を
広
く
公
募
し
ま
す
。

  新
清
掃
工
場
の
建
設
候
補
地
を
公
募

【
応
募
条
件
】
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
用
地
を
持
つ
地
権
者（
地
権
者

が
複
数
の
場
合
は
連
名
）か
地
権

者
の
同
意
を
得
て
い
る
自
治
会

【
応
募
方
法
と
問
合
せ
】
清
掃
計

画
課
、
各
公
民
館
や
図
書
館
な
ど

で
配
布
の
申
込
書
と
必
要
書
類
を

５
月
１
日
鍾
ま
で
に
直
接
か
郵
送

（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）で
〒

　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
清
掃

278計
画
課
へ

－

（
４
面
に
つ
づ
く
）

浸
透
ま
す
の
汚
泥
除
去
に
限
定
し
、子

ど
も
が
長
時
間
生
活
す
る
公
共
施
設

以
外
の
市
庁
舎
な
ど
は
除
染
を
認
め

な
い
方
針
を
出
し
ま
し
た
が
、こ
れ
で

は
、市
民
の
不
安
を
解
消
し
、子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
な

ら
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

◆
市
独
自
基
準
で
私
有
地
な
ど
を
除

染
　
市
で
は
、
国
の
基
準
よ
り
厳
し

い
独
自
基
準
案
で
、基
準
値
を
上
回
る

私
有
地
、公
共
施
設
も
除
染
す
る
こ
と

と
し
、２
月
　
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

10

コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
除
染
の
大
部
分
は
、
国
の
財
政
支

援
を
受
け
ら
れ
ず
、
市
単
独
費
で
実

施
し
ま
す
が
、市
民
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、全
て
実
施
し
た
い
と
考

え
、当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
除
染
概
要
と
手
順
　
実
施
主
体
を

市
、対
象
を
市
全
域
、基
準
を
測
定
高
５

セ
ン
チ
で
毎
時
０・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

23

ル
ト
以
上
と
し
、年
間
追
加
被
ば
く
線
量

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
目
指
し
ま
す
。

　
全
て
の
公
共
施
設
と
住
宅
地
も
対

象
と
し
、
雨
ど
い
下
や
雨
水
浸
透
ま

す
な
ど
局
所
的
に
線
量
が
高
い
箇
所

や
毎
日
利
用
す
る
玄
関
先
や
物
干
し

場
な
ど
を
優
先
し
て
実
施
し
た
後
、

基
準
超
過
箇
所
の
除
染
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
側
溝
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

た
た
き
な
ど
も
除
染
対
象
と
し
ま
す

が
、現
時
点
で
は
除
染
で
生
じ
る
汚
水

や
汚
泥
の
処
分
が
困
難
な
た
め
、処
分

可
能
と
な
っ
た
段
階
で
開
始
し
ま
す
。

※
側
溝
清
掃
に
関
し
て
は
、
市
と
環
境

省
と
の
協
議
が
進
ん
で
お
り
、
ま
と
ま

り
次
第
、
実
施
し
ま
す

　
除
染
は
、
天
地
返
し
な
ど
の
同
一

比
較
的
線
量
が
高
い
南
部
・
福
田
地

区
か
ら
順
に
実
施
し
ま
す
。

　
す
で
に
作
業
し
て
い
る
保
育
所
、

小
中
学
校
、
公
園
な
ど
子
ど
も
が
多

く
利
用
す
る
公
共
施
設
は
、
残
る
一

部
の
公
園
も
５
月
ま
で
に
完
了
さ
せ
、

他
の
公
共
施
設
と
私
有
地
は
、　
年
24

度
中
に
除
染
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。

◆
学
校
と
保
育
所
　
福
田
地
区
の
学

校
４
校
と
保
育
所
２
園
で
放
射
線
の

被
ば
く
積
算
線
量
を
計
測
し
、
１
月

　
日
時
点
の
積
算
値
を
基
に
登
校
日

31に
１
日
当
た
り
の
在
校
時
間
の
最
大

値
を
乗
じ
た
想
定
年
間
積
算
線
量
は
、

０
・
　
か
ら
０
・
　
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

138

405

で
あ
り
、
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
通
学
路
　
市
内
　
中
学
校
区
の
通

11

学
路
か
ら
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
通

過
す
る
そ
れ
ぞ
れ
　
か
所
を
選
定
し
、

10

各
交
差
点
の
対
角
２
か
所
で
地
上
高

５
セ
ン
チ
で
　
か
所
測
定
し
ま
し
た

215

が
、
全
て
の
地
点
で
市
独
自
基
準
以

下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
給
食
食
材
　
学
校
は
野
菜
の
出
荷

制
限
な
ど
の
情
報
を
毎
日
確
認
す
る

な
ど
最
新
の
情
報
を
収
集
し
、食
材
の

産
地
は
、給
食
だ
よ
り
な
ど
で
公
表
し

て
い
ま
す
。　
月
か
ら
は
市
場
に
流

12

通
す
る
食
品
も
含
め
、
２
つ
の
給
食

セ
ン
タ
ー
と
　
の
単
独
調
理
場
の
　

18

20

か
所
で
使
用
す
る
全
食
材
の
２
品
か

ら
５
品
を
抽
出
す
る「
調
理
前
給
食
食

材
検
査
」、４
、５
食
を
選
び
、調
理
後

の
給
食
１
食
分
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け

る「
調
理
後
給
食
１
食
丸
ご
と
検
査
」

を
毎
週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
も
、市
場
流
通
す
る
安
全
な

も
の
が
基
本
で
す
が
、さ
ら
に
安
心
安

全
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、　
月
か

12

ら
公
立
と
私
立
　
の
保
育
所
で
、調
理

17

前
給
食
食
材
を
最
大
５
品
、調
理
後
給

食
丸
ご
と
１
食
分
も
２
食
か
ら
７
食
を

選
び
、毎
週
１
回
、検
査
を
実
施
し
、現

在
ま
で
、い
ず
れ
も「
検
出
せ
ず
」で
す
。

　
な
お
、
２
月
２
日
に
消
費
者
庁
か

ら
放
射
性
物
質
検
査
機
器
１
台
の
貸

与
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
に

検
査
の
頻
度
を
高
め
、
安
全
安
心
な

ン
チ
、毎
時
０・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

23

ト
を
市
の
独
自
基
準
と
し
て
取
り
組

み
、面
積
の
大
き
い
一
部
公
園
を
除
き
、

３
月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
１
月
１
日
に
「
平
成
　
年
３
月
　

23

11

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に

よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」が
全
面
施
行
さ
れ
、

法
に
基
づ
き
、市
全
域
が
汚
染
状
況
重

点
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
法
に
基
づ
く
除
染
計
画

を
策
定
し
、
国
の
補
助
で
除
染
を
実

施
し
ま
す
が
、
国
は
除
染
対
象
線
量

の
測
定
高
を
原
則
１
メ
ー
ト
ル
、
子

ど
も
の
生
活
空
間
と
な
る
公
共
施
設

は
　
セ
ン
チ
で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

50

23

シ
ー
ベ
ル
ト
、私
有
地
は
雨
ど
い
下
と

距

敷
地
内
処
理
を
基
本
と
し
、極
め
て
線

量
が
高
い
な
ど
の
理
由
で
除
去
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
土
壌
は
市
の
仮
置

場
、
雨
水
浸
透
ま
す
内
の
落
ち
葉
や

雨
ど
い
下
の
芝
生
な
ど
は
市
の
廃
棄

物
仮
置
場
に
保
管
し
ま
す
。

◆
私
有
地
の
除
染
　
受
付
は
自
治
会

回
覧
で
実
施
し
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
な
ど
は
申
請
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
自
治
会
未
加
入
世
帯
は
、
直

接
市
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
測
定
は
市
が
実
施
し
、
除
染
箇
所

を
確
定
、
除
染
作
業
は
区
域
ご
と
に

市
内
の
建
設
協
同
組
合
に
委
託
し
、



鋸

時
０
・
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度

に
低
減
し
て
お
り
、定
期
測
定
で
も
安

定
し
た
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
農
産
物
　
県
で
放
射
能
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
を
進
め
、
２
月
　
日
現
在

17

で
　
品
目
、　
検
体
の
検
査
が
行
わ

81

864

れ
、
市
で
は
、そ
ば
、大
豆
な
ど
　
品
13

目
、　
検
体
の
検
査
が
行
わ
れ
、
生

15

茶
葉
と
荒
茶
は
出
荷
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
野
菜
や
穀
類
は

暫
定
規
制
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
独
自
検
査
で
は
　
月
　
日
以

11

28

降
、ハ
ク
サ
イ
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、イ

チ
ゴ
な
ど
　
品
目
、　
検
体
を
検
査
し
、

16

23

い
ず
れ
も
暫
定
規
制
値
以
下
で
す
。

◆
原
乳
　
放
射
能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
を
県
内
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
輪
番
実
施
し
て
お
り
、
２
月
　
日
13

現
在
、　
回
検
査
が
行
わ
れ
、
暫
定

36

規
制
値
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
農
地
　
県
の
　
月
調
査
で
は
、
市

12

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、水
田
　
、普
207

通
畑
　
、牧
草
地
　
ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。

123

109

　
市
の
独
自
調
査
で
は
昨
年
、
畑
　21

か
所
、水
田
７
か
所
の
土
壌
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を
測
定
し
、
畑
地
は
平
均

値
　
、水
田
は
平
均
値
　
ベ
ク
レ
ル
で

155

146

し
た
が
、
経
年
変
化
を
調
査
す
る
た

め
に
前
回
と
同
じ
場
所
で
、
第
２
回

目
の
測
定
を
進
め
、今
後
も
、市
全
域

で
き
め
細
か
く
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆
堆
肥
セ
ン
タ
ー
　
昨
年
３
月
以
降

に
受
け
入
れ
た
剪
定
枝
な
ど
か
ら
高

い
濃
度
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ

た
た
め
、
堆
肥
に
せ
ず
定
期
的
に
測

定
し
、　
月
に
搬
入
さ
れ
た
剪
定
枝

12

な
ど
か
ら
は
１
キ
ロ
当
た
り
　
、１
月

352

は
　
、２
月
は
　
ベ
ク
レ
ル
で
1
月
に

560

340

や
や
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
年
１
回

冬
期
に
剪
定
す
る
マ
ツ
や
サ
ザ
ン
カ
、

マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
原
子
力
発
電
所
事

故
後
、
初
め
て
の
剪
定
時
期
を
迎
え

た
一
時
的
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
放
射
性
物
質
の
適
切
な
管

理
を
行
い
、最
終
処
分
場
へ
の
搬
出
を

進
め
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
内
外
の
放
射
線

量
や
剪
定
枝
な
ど
の
放
射
能
濃
度
を
監

視
し
、情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

◆
焼
却
灰
　
７
月
か
ら
月
１
回
、
清

掃
工
場
、関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

第
二
清
掃
工
場
で
測
定
し
て
い
ま
す

が
、２
月
ま
で
の
測
定
値
は
３
施
設
と

も
国
の
埋
立
基
準
を
大
幅
に
下
回
り
、

最
終
処
分
場
へ
の
搬
出
、埋
め
立
て
を

行
い
、併
せ
て
、１
月
に
清
掃
工
場
と

関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
煙
突
内

の
排
ガ
ス
中
の
放
射
能
濃
度
を
測
定

し
、い
ず
れ
も「
検
出
せ
ず
」で
し
た
。

　
１
月
か
ら
毎
週
１
回
、
３
施
設
の

敷
地
境
界
な
ど
の
空
間
放
射
線
量
も

測
定
し
、全
て
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

23

ー
マ
を
設
定
し
て
、
問
題
点
や
改
善

点
を
洗
い
出
し
、
整
理
し
つ
つ
、
市

の
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
対
応
策
を

考
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
議
を
月
２
回
程
度
重
ね
て
、
各

分
野
で
市
が
目
指
す
方
向
性
や
取
り

組
む
方
策
な
ど
、
６
月
を
目
途
に
提

言
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、

提
言
は
広
く
市
民
に
お
知
ら
せ
し
、

地
区
別
、
各
界
別
懇
談
会
で
検
討
基

礎
と
し
つ
つ
、
総
合
計
画
審
議
会
で

の
総
合
計
画
策
定
作
業
に
反
映
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
の
市
長
選
か
ら
４
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
公
約
し
た
　10

の
政
策
の
柱
を
総
括
し
、新
年
度
予
算

で
実
施
す
る
事
業
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
愛
宕
駅
・
野
田
市
駅
周
辺
地
区
の

整
備
　
愛
宕
駅
東
地
区
は
小
規
模
な

給
食
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

◆
学
校
な
ど
の
除
染
　
大
気
中
の
放

射
線
量
が
５
セ
ン
チ
で
毎
時
０
・
　
マ
23

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
学
校
、

保
育
所
、学
童
保
育
所
の
除
染
を
実
施

し
、福
田
中
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、３

月
　
日
ま
で
の
工
期
で
実
施
中
で
す
。

15
　
学
校
で
は
、　
月
　
日
に
環
境
省

12

13

か
ら
公
表
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
表
面
の
土
を
　
セ
ン
チ
す
き

10

取
り
、そ
の
下
　
セ
ン
チ
の
土
と
入
れ

17

替
え
、
新
た
に
岩
瀬
砂
３
セ
ン
チ
を

敷
き
転
圧
す
る
天
地
返
し
、
福
田
保

育
所
と
二
ツ
塚
学
童
保
育
所
で
は
天

地
返
し
や
草
芝
の
剥
ぎ
取
り
が
終
了

し
、い
ず
れ
も
地
上
高
５
セ
ン
チ
で
毎

シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
　
日
の
第
１
回
総
合
計
画
審

30

議
会
で
６
つ
の
検
討
分
野
を
決
定
い

た
だ
き
、　
月
１
日
か
ら
実
施
し
た

11

メ
ン
バ
ー
の
公
募
で
は
、各
分
野
　
人
20

の
合
計
　
人
の
想
定
の
と
こ
ろ
、合
計

120

で
　
人
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

154
　
広
く
市
民
の
意
見
を
伺
う
と
い
う

趣
旨
か
ら
応
募
者
全
員
の
方
を
メ
ン

バ
ー
に
決
定
し
、　
月
　
日
に
６
分

12

25

野
合
同
で
会
議
を
開
催
、
市
勢
の
概

況
や
現
行
の
総
合
計
画
の
概
要
と
進

捗
状
況
を
ご
説
明
し
た
上
で
、
分
野

別
で
代
表
者
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
分
野
別
検
討
組
織
は
２
月
５
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
幾
つ
か
の
検
討
テ

各分野別検討会議では多くの意見が

総
合
計
画
の
策
定

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

   東日本大震災義援金の
　　　　　  受付期間を延長　

　日本赤十字社を通じた「東日本大震災義援金」には、３月
１６日現在、５１,４３１,４４９円が集まりました。ご協力いただきまし
た皆さんの善意に対し、あらためてお礼を申し上げます。
　なお、引き続き被災地の復興のために、義援金の受付期間
を延長しましたので、皆さんのご協力をお願いします。
■市の窓口での受付（土・日・祝日・施設休館日を除く）
【期間】平成２４年９月２８日金まで
【時間】８時３０分から１７時１５分まで
【場所】社会福祉課（市役所１階１３番窓口）、関宿支所、各
　　　　出張所、公民館（中央、野田は除く）、福祉会館
　※募金箱も各受付場所（市役所は総合案内）に設置しますが、
　　領収書が必要な方は、募金箱には入れず、直接窓口（市役
　　所は社会福祉課）にお越しください
■郵便振替
【期間】平成２４年９月３０日日まで
【口座番号】00140-8-507
【口座名義】日本赤十字社　東日本大震災義援金
　○振替用紙の通信欄に「氏名、住所、電話番号」を明記し、窓口で
　　お受け取りになった半券（受領証）は大切に保管してください
　○郵便局窓口での取り扱いの場合、振替手数料は無料です



追
加
提
出
議
案

　
平
成
　
年
第
２
回
定
例
市
議

24

会
に
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
議
案
第
　
号
　
野
田
市
買
物

３０

便
利
拠
点
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

◆
議
案
第
　
号
　
防
災
行
政
無

３１

線
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

漁

（
６
面
に
つ
づ
く
）

い
、
清
水
公
園
駅
側
か
ら
仮
線
敷
設

工
事
に
入
る
予
定
で
平
成
　
年
度
を

29

目
途
に
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
は
、
完
成
の
目
途
が
付

き
ま
し
た
が
、
売
却
し
た
愛
宕
駅
西

駅
前
の
土
地
へ
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

出
店
時
期
が
定
ま
ら
ず
、
二
工
場
跡

地
へ
の
商
業
施
設
の
整
備
と
老
人
施

設
の
整
備
が
無
責
任
な
文
書
が
出
た

こ
と
で
地
権
者
が
慎
重
に
な
り
、
用

地
が
買
収
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

　
年
度
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
に
早

24期
出
店
を
促
し
ま
す
。

◆
買
物
弱
者
対
策
　
市
の
第
三
セ
ク

タ
ー
の
野
田
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

業
者
に
野
田
市
農
産
物
直
売
所
運
営

組
合
、野
田
鮮
魚
組
合
、野
田
ミ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
協
同
組
合
、地
元
の
八

百
屋
さ
ん
と
調
整
し
、指
定
管
理
者
に

指
定
す
る
手
続
き
を
進
め
、貸
店
舗
確

保
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
渉
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
追
加

議
案
と
し
て
（
仮
称
）「
野
田
市
買
物

便
利
拠
点
」
設
置
管
理
条
例
を
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
買
物
に
不
便
な
郊
外
の

住
宅
団
地
へ
の
移
動
販
売
も
早
期
に

ス
タ
ー
ト
す
る
準
備
に
入
り
ま
す
。

　
剪
定
枝
堆
肥
作
り
に
加
え
て
、
牛

ふ
ん
や
も
み
殻
を
堆
肥
化
し
て
農
地

に
還
元
す
る
「
資
源
循
環
型
農
業
」

と
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
少

な
く
し
た
「
環
境
に
優
し
い
農
業
」

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
年
度
に
生
産
開
始
し
た
牛
ふ
ん

20
も
み
殻
と
剪
定
枝
な
ど
の
混
合
堆
肥

は
、　
年
度
は
生
産
を
千
　
ト
ン
に

23

700

拡
大
し
、
牛
ふ
ん
稲
わ
ら
堆
肥
の
生

産
も
試
験
的
に
実
施
し
、　
年
度
は

24

野
菜
や
水
稲
の
試
験
栽
培
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
地
場
農
産
物
の
活
用
　
　
年
に
野

22

田
市
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
認
定
制
度
を

創
設
し
、現
在
で
は
　
名
を
認
定
、宣

227

伝
と
販
路
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
年
に
は
、「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」

20
を
船
形
に
設
置
し
、
地
場
の
農
産
物

を
販
売
し
大
変
好
評
を
得
て
お
り
、

　
年
度
は
、中
心
市
街
地
に
設
置
す
る

24店
舗
で
も
地
場
野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、減
農
薬
米
と
し
て
　
年
度
か

21

ら
玄
米
黒
酢
を
使
っ
た
特
別
栽
培
米

づ
く
り
を
開
始
、　
年
度
に
は
市
内
水

23

　
予
定
し
た
合
併
特
例
事
業
　
事
業

36

の
う
ち
　
の
事
業
が
完
成
し
、
残
り

18

の
東
武
野
田
線
梅
郷
駅
運
河
駅
間
の

複
線
化
は
東
武
鉄
道
の
実
施
時
期
が

不
明
な
た
め
で
き
ま
せ
ん
が
、　
の
15

事
業
を
実
施
中
で
あ
り
、県
施
行
の
目

途
が
立
た
な
か
っ
た
川
藤
野
田
線
と
、

連
続
立
体
交
差
事
業
の
関
係
で
発
行

期
間
内
に
で
き
な
い
と
思
わ
れ
た
東

町
通
り
の
事
業
が
未
着
手
で
し
た
。

　
　
年
度
は
愛
宕
駅
東
口
交
通
結
節

24
点
改
善
、堤
台
柳
沢
線
な
ど
の
都
市
計

画
道
路
、向
ノ
内
他
５
か
所
の
生
活
道

路
、六
丁
四
反
水
路
と
調
整
池
、柏
寺

排
水
路
、川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
の

整
備
、学
校
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
実

施
す
る
と
し
、　
年
度
ま
で
に
完
成
す

25

べ
く
鋭
意
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、東
日
本
大
震
災
を
機
に
、合

併
特
例
債
の
発
行
期
間
が
５
年
間
延

長
さ
れ
、　
年
度
ま
で
に
未
完
成
の
事

25

業
と
　
年
度
以
降
の
川
藤
野
田
線
、

26

東
町
通
り
や
新
た
な
排
水
路
整
備
、

小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
の
財
源
と

し
て
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
年
度
に
市
全
域
で
防
犯
組
合
の

18
支
部
を
　
か
所
設
立
し
、
さ
ら
に
自

16

治
会
ご
と
に
自
主
防
犯
組
織
化
を
進

め
、
年
末
に
は
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を

支
部
単
位
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
大
変
熱
心
に
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
市
の
犯
罪
発
生
件
数

は
９
年
間
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
に
は
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田

21
七
光
台
敷
地
内
に
北
部
ま
め
ば
ん
を

開
設
し
、　
年
度
に
は
梅
郷
駅
と
川

23

間
駅
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
各
５
台

設
置
、　
年
度
は
、
地
域
防
災
計
画

24

の
見
直
し
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立

と
要
援
護
者
支
援
計
画
づ
く
り
の
強

化
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
を
進
め
、

学
校
耐
震
化
と
同
報
系
防
災
行
政
無

線
の
整
備
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
未
整
備
、排
水
不
良
地
区
の
早
期

区
画
整
理
、道
路
拡
幅
、交
通
結
節
点

改
善
、排
水
路
の
 暗
  渠
 化
事
業
が
進
捗

あ
ん
 き
ょ

し
、　
年
度
に
は
駅
前
線
の
築
造
工

24

事
、　
年
度
ま
で
に
駅
広
と
3
1
1

25

7
号
線
の
舗
装
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
駅
西
地
区
は
、駅
前
線
を
　
年
度
に

24

完
成
、県
道
結
城
野
田
線
愛
宕
神
社
周

辺
拡
幅
を
　
年
度
に
終
了
さ
せ
ま
す
。

25

　
野
田
市
駅
前
は
　
年
に
駅
西
区
画

18

整
理
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
続
け
て

き
た
公
共
施
設
充
当
用
地
の
先
買
い

を
　
年
度
も
実
施
し
、　
年
度
ま
で
に

24

25

買
収
す
る
目
途
が
付
い
た
の
で
、仮
換

地
作
業
に
入
り
、　
年
度
か
ら
工
事

26

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
愛
宕
駅
と
野
田
市
駅
の
東
西
交
通

分
断
を
解
消
す
る
連
続
立
体
交
差
事

業
は
　
年
３
月
に
事
業
認
可
を
受
け
、

20

現
在
仮
線
用
地
の
確
保
作
業
中
で
あ

り
、　
年
度
に
は
全
て
の
仮
線
用
地

24

を
確
保
し
、
東
武
鉄
道
の
用
地
を
使

田
の
３
分
の
１
で
作
付
け
し
、黒
酢
米

は
学
校
給
食
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
剪
定
枝
堆
肥
の
生
産
状
況
　
原
発

事
故
で
剪
定
枝
な
ど
が
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ
れ
、
現
在
、
剪
定
枝
堆
肥

を
生
産
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
生

産
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
再
開
し
、

黒
酢
に
対
す
る
補
助
も
増
額
し
、
減

農
薬
、
減
化
学
肥
料
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

安全安心な米を子どもたちに

持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
の
確
保

新
市
建
設
計
画
の

確
実
な
実
現
　
　

安
心
安
全
な
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備
            



禦

は
　
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

62
◆
梅
郷
駅
周
辺
　
　
年
末
に
東
口
と

19

東
西
連
絡
通
路
は
完
成
し
、
東
口
駅

前
広
場
と
東
駅
前
線
を
　
年
　
月
に
、

20

10

東
口
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
を
　
年
21

　
月
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

12　
梅
郷
駅
西
区
画
整
理
は
２
つ
の
街

区
を
除
き
整
備
し
、
引
き
続
き
残
さ

合
併
時
に
県
が
約
束
し
た
事
業
で
、

長
年
の
懸
案
で
し
た
が
、現
在
、県
が

事
業
認
可
申
請
中
で
あ
り
、　
年
度

24

か
ら
詳
細
設
計
と
用
地
買
収
に
着
手

す
る
予
定
に
伴
い
、
県
道
松
戸
野
田

線
は
４
月
１
日
か
ら
市
の
管
理
に
移

管
し
ま
す
。
県
道
境
杉
戸
バ
イ
パ
ス

の
早
期
完
成
な
ど
も
、
県
に
対
し
、

早
期
完
成
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
　
船
形
と
堤

台
地
区
は
　
年
に
完
成
し
、
難
航
し

22

て
い
た
東
新
田
区
画
整
理
も
公
園
整

備
１
か
所
を
除
き
年
度
内
に
ほ
ぼ
完

了
し
、　
年
度
に
最
終
形
で
の
事
業

24

計
画
変
更
認
可
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　
　
年
に
業
者
が
撤
退
し
、
市
が
再

14
建
主
導
し
て
き
た
七
光
台
地
区
は
、　23

年
度
に
約
　
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
保

22

留
地
を
全
て
処
分
し
、　
年
秋
に
は

24

換
地
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
、
新
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
、
障
が
い
者
基
本
計
画
、
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
、児
童
虐
待
防
止
、

Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
な
ど
の
計
画
を
着
実

に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

◆
第
４
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
の
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
　
　
年
度
か
ら
　

21

23

年
度
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
３
か
所
、

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
２
か
所
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
１
か
所
、

特
定
施
設
２
か
所
、
老
人
保
健
施
設

１
か
所
を
整
備
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
、
第
５
期
計
画
を
先
取
り
し

て
２
施
設
　
床
を
整
備
し
ま
し
た
。

110

　
さ
ら
に
、
介
護
予
防
や
生
活
習
慣

病
予
防
を
目
的
に
市
独
自
の
健
康
づ

く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
整
備
は
進
め
て
き
ま
し
た
が
、　24

年
１
月
現
在
の
特
養
待
機
者
は
　
人
691

で
施
設
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

い
う
考
え
方
を
踏
襲
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
と

い
う
国
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
新
し

く
考
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
て
行

う
と
し
ま
し
た
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
多
い
現
実
に
対

応
す
る
議
論
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
４
期
の
介
護
保
険
料
は
、
４
千

　
円
を
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
３

40千
　
円
と
し
ま
し
た
が
、
第
５
期
は

600
４
千
　
円
を
ベ
ー
ス
に
高
齢
者
と
施

40

設
増
に
伴
う
自
然
増
に
プ
ラ
ス
１
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
の
介
護
報
酬
の
改
定

を
加
え
る
と
４
千
　
円
を
超
え
ま
す
。

400

　
県
の
財
政
安
定
化
基
金
の
一
部
と

市
の
給
付
費
準
備
基
金
　
パ
ー
セ
ン

65

ト
を
取
り
崩
し
、
収
納
率
を
実
態
に

合
わ
せ
て
も
保
険
料
は
４
千
円
強
で
、

新
た
な
施
設
整
備
分
や
第
５
期
計
画

の
最
終
　
年
度
に
予
想
さ
れ
る
特
養

26

待
機
者
　
人
へ
の
対
応
で
保
険
料
が

822

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
必
要
な
施
設
整
備
を
行
い
、
負
担

の
増
額
を
抑
え
る
と
い
う
二
律
背
反

の
課
題
で
す
が
、第
４
期
と
同
様
、緊

急
度
の
高
い
要
介
護
２
以
上
の
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
待

機
者
に
対
応
す
る
　
人
分
の
特
別
養

339

護
老
人
ホ
ー
ム
と
残
り
の
待
機
者
の

た
め
に
作
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
金
額

を
加
え
、保
険
料
の
基
準
月
額
を
４
千

　
円
と
し
、必
要
な
施
設
と
施
策
を
整

92

解
消
の
た
め
合
併
特
例

を
活
用
し

て

丁

反
水
路
、

水
路
な
ど
多

く
の
水
路
整
備
を
進
め
、さ
ら
な
る
整
備

を
促
進
し
、く
り

川
は
、　
年
度
末
で

23

約
　
パ
ー
セ
ン
ト
の
進
で
あ
り
、国

65
補
助
金
の
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
下
水
道
　
懸
案
の
野
田
梅
郷
住

宅
、
白
鷺
梅
郷
団
地
と
野
田
工
業
団

地
の
接
続
、旧
関
宿
地
域
で
は
市
街
化

区
域
外
の
小
林
住
宅
を
取
り
込
め
た

こ
と
な
ど
で
、　
年
度
当
初
の
普
及
率

24

◆
第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

　
昨
年
６
月
の
介
護
保
険
法
な
ど
の

改
正
、
７
月
の
介
護
保
険
事
業
に
係

る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
、
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
な
ど
の
動
向

を
踏
ま
え
、
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
推
進

等
委
員
会
で
議
論
い
た
だ
き
、
２
月

　
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

17　
第
３
期
計
画
の
在
宅
ケ
ア
重
視
と

れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
梅
郷
駅
西
駅
前
線
は
　23

年
度
中
に
全
て
用
地
買
収
を
済
ま
せ
、

　
、　
年
度
に
道
路
築
造
工
事
、　

24

25

26

年
度
に
供
用
開
始
す
る
予
定
で
す
。

◆
川
間
駅
周
辺
　
　
年
度
バ
リ
ア
フ

22

リ
ー
化
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
駅
北
口
駅
前
広
場
は
、　
年
度
に
都

21

市
計
画
変
更
し
事
業
認
可
を
取
得
、　23

年
度
に
用
地
買
収
を
開
始
、　
年
度
ま

25

で
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
生
活
関
連
道
路
　
 狭
  隘
 箇
所
解
消

き
ょ
う
 あ
い

や
混
雑
対
応
の
道
路
拡
幅
や
側
溝
、

排
水
管
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、　
年
度
か
ら
　
年
度
で

21

23

市
全
域
で
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
必
要
な

道
路
確
認
を
行
っ
て
お
り
、　
年
度
か

24

ら
毎
年
　
か
所
を
目
標
に
地
主
さ
ん

120

の
了
解
を
得
て
舗
装
し
て
い
き
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路
今
上
木
野
崎
線
　

福
祉
・
医
療
の
充
実

園
（
桜
の
里
一
丁
目
１
 
５
）
が

定
員
　
人
で
、
梅
郷
保
育
園
（
山

60

崎
１
９
５
２
 
１
）が
定
員
　
人
で

90

開
設
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
保
育
時
間
は
７
時
か

ら
　
時
ま
で
で
す
。

20
【
問
合
せ
】
保
育
課

－

－

　
市
で
は
、「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
」に
基
づ
き
、保
育
所
の
待
機
児

童
を
解
消
し
よ
う
と
、
民
間
活
力

の
導
入
に
よ
る
保
育
所
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
、
新
た
に
コ
ビ
ー
プ

リ
ス
ク
ー
ル
さ
く
ら
の
さ
と
保
育

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

　
民
営
保
育
所
２
園
が
開
設

４月１日

答申は岡田会長（右）から根本市長へ



魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

就
労
支
援
と
し
て
、
障
が
い
者
総
合

相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、

　
年
度
か
ら
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

23セ
ン
タ
ー
が
社
会
福
祉
法
人
は
ー
と

ふ
る
に
よ
り
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
ひ
と
り
親
、

障
が
い
者
の
雇
用
の
開
発
と
就
労
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
医
療
費
な
ど
の
助
成
　
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
は
　
年
度
か
ら
通
院
を

20

小
学
校
就
学
前
に
引
き
上
げ
、　
年
に

22

は
入
院
、通
院
と
も
小
学
校
３
年
生
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。　
年
度
は
県
の
制

24

度
改
正
に
あ
わ
せ
て
、中
学
校
３
年
生

ま
で
の
入
院
費
を
対
象
に
し
、ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
、
子
宮
 頚
 が
ん
の

け
い

ワ
ク
チ
ン
の
無
償
化
と
妊
婦
健
康
診

査
の
公
費
助
成
　
回
も
継
続
し
ま
す
。

14

　
　
年
度
か
ら
女
性
特
有
の
が
ん
、

23
大
腸
が
ん
検
診
の
促
進
、
口
腔
が
ん

検
診
事
業
に
も
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
年
度
か
ら
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

24

ン
も
　
歳
以
上
で
５
年
以
内
に
接
種

65

し
て
い
な
い
方
に
２
千
円
の
助
成
、

歯
周
疾
患
検
診
の
節
目
に
　
歳
を
追

65

加
し
、ま
た
、市
民
の
歯
科
疾
患
の
予

防
な
ど
に
よ
る
口
腔
の
健
康
の
保
持

を
推
進
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、市
、

歯
科
医
師
、
市
民
の
責
務
の
も
と
相

互
の
連
携
協
力
を
規
定
す
る
条
例
制

定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

◆
教
育
環
境
の
改
善
　
　
年
度
の
完

14

全
週
５
日
制
実
施
と
学
習
指
導
要
領

改
定
で
、
学
力
向
上
・
独
自
性
の
あ

る
教
育
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
少

人
数
授
業
、
市
独
自
の
副
教
本
、
地

の
取
り
組
み
で
学
力
の
向
上
を
急
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
生
徒
指
導
へ
の
対
応
　
　
年
度
か

22

ら
警
察
の
協
力
を
得
て
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
を
導
入
、　
年
度
か
ら
は

23

心
の
問
題
に
も
対
応
す
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
支
援
が

必
要
な
学
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
み
処
理
対
策
　
ご
み
減
量
は
毎

年
着
実
に
減
量
の
効
果
を
上
げ
て
い

お
り
、　
年
１
月
現
在
で
ご
み
の
１

24

日
一
人
当
た
り
の
排
出
量
は
　
・
　
647

81

グ
ラ
ム
ま
で
減
少
し
、
市
民
の
協
力

で
大
変
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定
審

議
会
の
審
議
で
決
定
さ
れ
た
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
（
ご
み
編
）
で

は
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
が
必
要

と
さ
れ
、
今
後
、
生
ご
み
の
堆
肥
化

な
ど
具
体
的
な
減
量
策
を
決
定
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

◆
ご
み
処
理
施
設
　
　
年
６
月
に
不

21

燃
物
処
理
施
設
を
目
吹
地
区
に
建
設

す
る
地
元
の
了
承
が
得
ら
れ
、　
年
22

６
月
に
協
定
書
を
締
結
し
、　
年
度

24

中
に
完
成
、
稼
働
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
清
掃
工
場
の
建
設
候
補
地
選
定

は
、　
年
に
審
議
会
を
設
置
し
ま
し

23

た
が
、　
年
末
ま
で
に
候
補
地
を
決
定

25

し
て
き
た
だ
き
、
地
元
の
ご
理
解
を

得
て
、１
日
も
早
く
新
清
掃
工
場
を
建

設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
多
様
な
生
態
系
復
活
へ
の
取
組
み

　
農
薬
使
用
で
、
田
ん
ぼ
や
水
路
に

た
く
さ
ん
い
た
多
く
の
生
き
物
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
が
日
本
で
絶

滅
し
た
の
は
農
薬
の
使
用
で
餌
が
減

少
し
、そ
の
餌
が
農
薬
で
汚
染
さ
れ
、

食
物
連
鎖
で
無
精
卵
し
か
生
ま
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
人
類
も
た
ど
る
運

命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
夢
を
育
む
た
め
、
放

射
能
除
染
と
同
様
に
努
力
し
な
く
て

は
い
け
な
い
問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
の
取
り
組

み
で
市
に
は
多
様
な
生
態
系
が
復
活

し
て
い
ま
す
。
江
川
地
区
で
は
、
自

然
再
生
や
生
き
物
に
配
慮
し
た
農
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
多
く
の

生
き
物
が
戻
り
、
昔
な
が
ら
の
自
然

環
境
が
再
生
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　
年
に
国
土
交
通
省
を
中
心
に
ト

21
キ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
た

利
根
川
、江
戸
川
流
域
の
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
調
査
を

し
た
こ
と
で
、　
年
に
流
域
の
　
市

22

29

町
村
が
集
ま
り
コ
ウ
ノ
ト
リ
、ト
キ
を

呼
び
戻
す
関
東
地
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

備
す
る
と
の
答
申
を
頂
き
、　
年
度
か

24

ら
の
第
５
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
き
め
細
か
い
保
険
料
負
担
段
階
を

設
け
、
上
限
を
基
準
月
額
の
２
倍
と

す
る
　
段
階
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

11

◆
待
機
児
童
の
解
消
　
　
年
度
に
北

21

部
と
関
宿
地
区
、　
年
度
に
川
間
地

23

区
に
1
園
　
人
の
保
育
所
、　
年
度

60

24

に
は
桜
の
里
と
梅
郷
駅
東
に
合
わ
せ

て
　
人
の
保
育
所
を
開
園
し
、
問
題

150
は
当
面
解
消
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
年
度
は
、
増
え
続
け
る
保
育
需

24
要
に
対
応
す
る
た
め
、
国
が
ま
と
め

た
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
へ
の

議
論
を
深
め
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
童
保
育
所
　
予
定
し
て
い
た
　11

か
所
を
　
年
４
月
ま
で
に
オ
ー
プ
ン

23

で
き
ま
し
た
が
、
希
望
に
応
じ
て
入

所
を
認
め
て
い
る
関
係
で
人
数
が
偏

り
、
基
準
面
積
を
下
回
る
所
が
あ
り

ま
し
た
が
、
小
学
校
区
単
位
で
は
施

設
的
に
過
密
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
度
は
、新
た
な
過
密
対
策
が
必

24
要
な
所
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

対
処
の
仕
方
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆
就
労
支
援
事
業
の
促
進
　
　
年
に

19

は
ひ
と
り
親
の
就
労
支
援
と
し
て
、

母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事

業
、　
年
に
は
就
業
に
結
び
付
け
る

22

た
め
に
無
料
職
業
紹
介
所
と
連
携
し

た
求
人
情
報
の
開
拓
、
提
供
と
フ
ォ

ロ
ー
を
開
始
し
、さ
ら
に
、障
が
い
者

就労と自立に向けた支援をさらに強就労と自立に向けた支援をさらに強化化

域
人
材
活
用
、サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
、

オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
の
５
本

を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
地
域
ル
ー
ム
の
設
置
、
広

報
活
動
や
地
域
人
材
バ
ン
ク
の
作
成

な
ど
地
域
と
学
校
の
協
力
体
制
を
整

備
す
る
野
田
市
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
の
平
等
は
求
め
ず
チ
ャ
ン
ス
の

平
等
を
確
保
す
る
と
し
、学
力
向
上
を

目
指
し
ま
し
た
が
、現
時
点
で
思
う
よ

う
な
結
果
は
出
ず
、外
部
の
学
力
向
上

専
門
委
員
に
検
討
を
お
願
い
し
、　
年
24

度
は
そ
の
結
果
と
先
生
方
の
各
学
校
で

教
育
の
充
実
と
　
　
　
　

青
少
年
健
全
育
成
の
強
化

ご
み
減
量
と
緑
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
環
境
の
保
全



亨

入
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、相
当

の
経
済
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
め
る
野
田
市
を

演
出
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
が
予
想
さ
れ

る
農
業
の
生
き
残
り
策
と
し
て
、
環

境
に
優
し
い
農
業
を
強
調
し
、
特
に

米
が
生
き
残
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
豊
か
な
場
所
で
の
老

後
を
過
ご
し
た
い
、
子
育
て
を
し
た

い
方
を
野
田
に
呼
び
込
む
こ
と
も
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
、
国
の
都
市
鉄
道
整
備
等

20
基
礎
調
査
で
八
潮
駅
で
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
と
の
直
通
運
転
を
行
う
こ

と
で
乗
り
換
え
解
消
、
所
要
時
間
も

短
縮
し
、
効
果
的
な
施
策
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
や

公
共
事
業
な
ど
と
連
携
し
、
事
業
費

縮
減
が
可
能
で
あ
れ
ば
、事
業
性
が
さ

ら
に
高
ま
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

費
縮
減
に
効
果
の
あ
る
東
埼
玉
道
路

と
の
共
同
整
備
の
働
き
か
け
を
強
め

て
答
申
の
期
間
内
に
着
工
の
目
途
を

付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
改
革
大
綱
、
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
職
員
削
減
は
　
年
度

21

に
合
併
時
目
標
の
　
人
削
減
、　
年

222

22

度
は
地
域
手
当
３
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

下
げ
な
ど
を
行
い
、
普
通
会
計
で
の

職
員
給
与
費
は
、　
年
度
　
億
８
千

13

88

万
円
、　
年
度
　
億
８
千
万
円
と
約

22

66

　
億
円
の
行
政
改
革
効
果
を
生
み
出

22し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
職
員
削
減
を
行
い
、

　
年
度
当
初
の
職
員
数
は
計
画
を
　

24

20

人
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
　
年
度
現
在

23

　
施
設
で
導
入
し
て
い
ま
す
。　
年

32

24

度
導
入
の
花
輪
保
育
所
は
、
順
調
に

引
き
継
ぎ
業
務
を
行
い
、　
年
度
導

25

入
予
定
の
北
部
保
育
所
は
、
選
定
委

員
会
審
議
の
結
果
、株
式
会
社
コ
ビ
ー

ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
を
候
補
者
に

決
定
し
、議
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
は
経
済
が
低
迷
し
、

国
全
体
の
先
行
き
が
見
え
な
い
た
め
、

市
民
の
不
安
感
を
で
き
る
だ
け
払
拭

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
野
田
市
づ

く
り
の
た
め
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
的

確
に
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度

の
最
重
点
施
策
で
あ
る
防
災
対
策
の

強
化
と
除
染
工
事
の
実
施
に
加
え
て
、

実
施
す
る
事
業
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
雇
用
施
策
　
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
、
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
国
の
各

種
雇
用
促
進
策
を
使
い
な
が
ら
、
市

独
自
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
設
置

し
、
新
た
な
雇
用
の
確
保
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
、
若
年
者
の
雇

用
対
策
を
一
層
強
化
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、　
年
度
か
ら
全
額
国
費

23

で
実
施
し
て
い
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
就
労
相
談

だ
け
で
な
く
、
福
祉
施
策
全
般
を
含

め
た
支
援
事
業
と
し
て
い
き
ま
す
。

◆
公
契
約
条
例
　
　
年
９
月
の
条
例

21

制
定
後
、
最
低
賃
金
ぎ
り
ぎ
り
の
清

掃
業
務
の
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
の
成

果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
動
き
は
民
間

ま
で
広
が
ら
ず
、
他
の
職
種
へ
の
効

果
も
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
種

別
賃
金
の
実
施
、
長
期
継
続
契
約
や

低
入
札
調
査
制
度
の
拡
充
な
ど
で
、

入
札
の
結
果
、
低
入
札
調
査
で
失
格

す
る
業
者
が
発
生
す
る
な
ど
成
果
は

上
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
田
市
が
先
鞭
を
つ
け
た

と
い
う
点
で
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
、

多
摩
市
で
条
例
が
制
定
さ
れ
、
少
し

ず
つ
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
は
、
他
市
へ
の
働
き
か
け

24
を
さ
ら
に
強
め
、
業
務
委
託
で
の
低

入
札
価
格
調
査
制
度
の
設
定
や
指
定

管
理
で
の
賃
金
の
あ
り
方
な
ど
も
工

夫
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
南
部
工
業
団
地
産
廃
施
設
の
公
害

問
題
　
健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
市

民
を
支
援
す
る
た
め
、公
害
等
調
整
委

員
会
に
原
因
裁
定
の
申
請
を
行
い
、施

設
か
ら
排
出
さ
れ
る
化
学
物
質
と
健

康
被
害
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
問
題
解
決
に
不
可
欠
と
考

え
、１
月
に
補
助
目
的
の
条
例
を
制
定

し
、補
助
金
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
末
に
被
害
者
の
会
と
杉
並
病

弁
護
団
の
１
人
に
東
京
弁
護
士
会
公

害
・
環
境
特
別
委
員
会
所
属
の
４
人

を
加
え
て
５
人
の
弁
護
士
と
契
約
を

し
て
弁
護
団
が
結
成
さ
れ
、
３
月
上

旬
に
申
請
が
行
わ
れ
る
予
定
と
聞
い

て
い
ま
す
。　
年
度
も
被
害
者
の
会

24

へ
で
き
る
限
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

結
成
し
、
そ
れ

れ
の
地
域
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
飼
育
放
鳥
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
自
然
再
生
の
取
り
組
み

で
自
然
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

多
く
の
市
民
が
理
解
さ
れ
、
後
世
の

人
た
ち
に
引
き
継
ぎ
発
展
す
る
よ
う
、

自
然
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、か
つ

て
田
ん
ぼ
の
食
物
連
鎖
の
頂
点
で
あ

っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
放
鳥
を
　24

年
度
計
画
す
る
こ
と
と
し
、
市
民
の

理
解
と
協
力
の
も
と
で
事
業
を
成
功

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
飼
育
施
設
建
設
費
は
、
み
ど
り
の

ふ
る
さ
と
基
金
活
用
し
、
飼
育
費
用

も
同
基
金
を
使
っ
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
で
唯
一
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
飼
育

放
鳥
し
て
い
る
兵
庫
県
豊
岡
市
は
、

日
帰
り
観
光
客
が
年
８
万
４
千
　
人
、

700

１
人
当
た
り
平
均
５
千
　
円
使
う
そ

400

う
で
掛
け
算
で
約
４
・
５
億
円
で
す
。

立
地
、
規
模
も
違
う
の
で
、
同
じ
収

◆
行
政
へ
の
市
民
参
加
の
推
進
　
市

で
は
、
自
治
会
組
織
を
中
心
に
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
各
種
の
市
民
団
体

も
結
成
さ
れ
多
様
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
活
動
を
今
後
も
推
奨

し
、
制
度
的
に
保
証
す
る
取
り
組
み

と
し
て
　
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

22

ン
ト
手
続
条
例
、　
年
度
に
は
住
民
投

23

票
条
例
を
制
定
し
、
さ
ら
に
、
試
行

し
て
き
た
老
人
福
祉
計
画
と
介
護
保

険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会
や
総
合

江川地区では豊かな自然環境が再生

東
京
直
結
鉄
道
の
計
画
期
間
内
の

着
工
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

行
政
改
革
の
徹
底

雇
用
対
策
や
　
　
　
　

市
民
参
加
の
推
進
な
ど



享

長
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
千
秋
社
代
表
取
締
役
社

長
と
し
て
、清
水
公
園
と
野
田
市
総
合

公
園
の
調
和
と
整
備
促
進
に
も
尽
力

い
た
だ
き
、
清
水
公
園
と
野
田
市
の

名
を
内
外
に
広
め
、「
中
央
の
杜
」の
整

備
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
に
は
、
中
央
小
学
校
の

創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

120

と
し
て
、
同
校
教
育
史
料
館
開
設
に

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
年
か
ら
　
年
に
か
け
て
は
、
市

11

13

制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

50

会
会
長
と
し
て
、
事
業
実
施
に
尽
力

い
た
だ
く
な
ど
、
広
く
市
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
　
　
年
24

度
の
予
算
編
成
に
際
し
、
現
行
の
税

が
見
直
し
の
年
に
当
た
り
、
広
域
連

合
議
会
の
議
決
で
保
険
料
率
な
ど
が

決
定
し
、　
、　
年
度
の
保
険
料
率

24

25

は
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
調
整
基
金

と
　
年
度
に
生
じ
る
剰
余
金
、
後
期

23
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
を
活

用
し
、
所
得
割
率
、
均
等
割
額
を
据

え
置
き
、
賦
課
限
度
額
は
、
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行

令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
　
万
円
に

55

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
入
札
に
よ
る
電
力
調
達
　
市
本
庁

舎
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
　
施
設
を

43

対
象
に
、
東
京
電
力
株
式
会
社
と
特

定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
を

含
め
た
５
者
で
指
名
競
争
入
札
を
実

施
し
、東
京
電
力
を
含
め
た
４
者
が
、

応
札
価
格
を
算
定
で
き
な
い
な
ど
の

理
由
で
辞
退
、
残
る
１
者
の
株
式
会

社
エ
ネ
ッ
ト
が
落
札
し
、
年
間
で
約

　
万
円
の
削
減
に
な
る
見
込
み
で
す
。

570◆
野
田
市
開
発
協
会
の
へ
の
財
政
措

置
　
　
年
　
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

20

12

公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
３
法
に
よ

り
、財
団
法
人
野
田
市
開
発
協
会
も
、

　
年
　
月
　
日
ま
で
に
一
般
財
団
法

25

11

30

人
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
企
業
会
計
の
損
益
計
算
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
ゴ
ル

フ
場
入
場
者
の
減
少
傾
向
で
経
営
の

 逼
  迫
 が
続
き
、
け
や
き
コ
ー
ス
の
建

ひ
っ
 ぱ
く

設
費
償
還
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

　
年
度
で
行
う
予
定
で
、
工
事
期
間

25中
は
、
文
化
会
館
を
休
館
し
ま
す
。

◆
女
流
名
人
位
戦
　
１
月
　
日
、
関

22

根
名
人
記
念
館
で
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
杯

第
　
期
女
流
名
人
位
戦
五
番
勝
負
第

38
２
局
が
、昨
年
と
同
様
、里
見
香
奈
女

流
名
人
と
挑
戦
者
の
清
水
市
代
女
流

六
段
と
で
行
わ
れ
、大
熱
戦
の
結
果
、

里
見
女
流
名
人
が
勝
ち
ま
し
た
。

計
画
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
の
選

任
を
　
年
度
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

24

◆
「
川
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

強
化
　
合
併
前
に
関
宿
町
が
茨
城
県

境
町
と
五
霞
町
と
で
川
を
基
軸
と
し

た
地
域
活
性
化
を
目
的
に「
川
の
ま
ち

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
し
て
い
ま

し
た
。
事
業
は
新
市
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
が
、
事
実
上
休
眠
状
態
に
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
結
び
付

き
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
の
河
川
を
生
か
し
た
観
光
ル

ー
ト
づ
く
り
、
防
災
協
定
の
検
討
、

圏
央
道
の
整
備
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
検
討
し
、
境
杉
戸
バ
イ

パ
ス
の
整
備
を
五
霞
と
境
の
圏
央
道

イ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
関
宿
北

部
の
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う

連
携
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
野
田
市
名
誉
市
民
　
茂
木
七
左
衞

門
様
の
逝
去
　
野
田
市
名
誉
市
民
茂

木
七
左
衞
門
様
が
去
る
２
月
６
日
午

前
　
時
　
分
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

10

20

　
茂
木
七
左
衞
門
様
は
、
野
田
醤
油

株
式
会
社
で
常
務
取
締
役
、
専
務
取

締
役
な
ど
を
歴
任
、
野
田
ガ
ス
株
式

会
社
取
締
役
、
株
式
会
社
千
秋
社
代

表
取
締
役
社
長
、
興
風
会
理
事
、
県

東
葛
飾
郡
市
緑
化
推
進
委
員
会
委
員

暫
定
的
に
納
入
猶
予
し
、
公
有
財
産

購
入
費
の
予
算
計
上
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
に
し
ま
す
。

◆
あ
お
い
空
の
　
年
度
指
定
管
理
料

２４

　
債
務
負
担
行
為
設
定
額
の
範
囲
内

で
毎
年
度
締
結
す
る
年
度
協
定
で
決

定
し
て
い
ま
す
。
経
験
豊
か
な
職
員

を
採
用
す
る
予
定
で
算
出
し
ま
し
た

が
、若
い
優
秀
な
人
材
が
確
保
で
き
、

設
定
額
が
過
大
と
な
っ
た
た
め
、　23

年
度
ま
で
の
指
定
管
理
料
も
含
め
て

調
整
し
、　
年
度
の
指
定
管
理
料
を

24

設
定
額
よ
り
減
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
文
化
会
館
改
修
工
事
　
利
用
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
、　
年
度
か
ら
お

21

お
む
ね
５
か
年
で
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
工
事
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
、
客
席
改
修
設
計
が
終
了
し
、　
、
24

い
る
こ
と
か
ら
、
建
設
費
償
還
金
相

当
分
の
公
園
使
用
料
を
来
年
度
か
ら

率
な
ど
か
ら
国
保
財
政
の
収
支
見
込

み
を
試
算
し
ま
し
た
結
果
、
単
年
度

で
は
４
億
６
千
　
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

200

で
す
が
、　
年
度
に
生
じ
る
剰
余
金

23

３
億
６
千
　
万
円
と
、
国
保
財
政
調

400

整
基
金
全
額
１
億
２
千
万
円
を
合
わ

せ
た
４
億
８
千
　
万
円
を
活
用
す
る

400

こ
と
で
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

　
年
度
の
国
保
税
率
な
ど
は
据
え
置

24き
と
す
る
こ
と
を
国
保
運
営
協
議
会

で
報
告
し
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
　
　
年
度

24

３勝１敗で里見女流名人が３連覇

諸
般
の
報
告

◆社会福祉施設整備基金指定寄附金…葛
３０万１，７５０円＝野田ガス株式会社取締役社
長今成英明様（宮崎）葛１０万円＝野田商工会
議所女性会様（中野台）葛１０万円＝良惠男会
会長小澤克夫様（山崎）
◆地震災害援助費指定寄附金…葛１２０万円
＝株式会社日本一代表取締役染谷幸雄様
（目吹）葛１１万４，６７２円＝有限会社ヤタガイ
様（中戸）
◆災害時の非常用飲料水として…葛ペット
ボトル入り飲料水１，２６０本（２６万円相当）＝
利根コカ・コーラボトリング株式会社代表
取締役社長マイケル・クームス様（中根）
◆各中学校に…葛プロジェクター１１台（１１０
万円相当）＝全国共済農業協同組合連合会
千葉県本部様（千葉市）
◆南部中学校の教育振興に…葛１０万円＝ち
ば東葛農業協同組合代表理事組合長勝田
実様（柏市）
◆清水台小学校のスポーツ学習用に…葛ス
ナッグゴルフ・スクールセット一式（２４万
１，５００円相当）＝社団法人日本ゴルフツアー
機構会長小泉直様（東京都港区）

寄　附



京

 早
期
着
手
の
保
育
所
や
学
校
な
　
　
ど 

　
  　
 　
国
よ
り
厳
し
い
基
準
で
除
染
を
完
了

南
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
４
か
所

を
、
１
月
中
に
福
田
第
一
・
福
田
第

二
・
二
ツ
塚
小
学
校
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
除
く
福
田
中
学
校
の
４
か
所
を
完

了
し
、残
る
福
田
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
も
３
月
中
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
象
と
し
た
公
園
　
か
所

32

の
う
ち
、
昨
年
中
に
２
か
所
、
１
月

中
に
９
か
所
、
２
月
中
に
７
か
所
の

作
業
を
完
了
し
、３
月
末
ま
で
に
は
、

面
積
の
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
三

ツ
堀
地
先
）
を
除
い
た
公
園
全
て
の

除
染
を
完
了
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
追
加
の
測
定
で
基
準
以

上
と
な
っ
た
国
指
定
文
化
財
の
山
崎

貝
塚
も
対
象
と
し
、
す
で
に
除
染
を

完
了
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
除
染
工
事
を
完
了
し
た
施

設
で
は
、
定
期
的
に
放
射
線
量
を
測

定
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
施
設
も
国

よ
り
厳
し
い
市
独
自
の
除
染
基
準
で

あ
る
測
定
高
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

23

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
残
る
公
園
の
除
染
工

事
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、
３

月
に
策
定
し
た
「
野
田
市
放
射
性
物

質
除
染
計
画
」
に
基
づ
き
、
私
有
地

を
含
め
た
全
市
域
を
対
象
に
除
染
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

※
私
有
地
の
除
染
は
今
号
１
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い

※
除
染
の
進
捗
や
除
染
工
事
後
の
放
射

線
量
測
定
結
果
な
ど
の
詳
細
は
、市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】環
境
保
全
課

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る

環
境
汚
染
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
不
安

を
一
日
も
早
く
解
消
し
よ
う
と
、
学

校
や
保
育
所
、
公
園
な
ど
子
ど
も
が

利
用
す
る
施
設
を
優
先
し
て
除
染
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、国
よ
り
厳

し
い
測
定
高
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

23

を
市
独
自
の
除
染
基
準
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、除
染
は
急
が
れ
る
対
策
で

あ
る
こ
と
か
ら
、国
の「
放
射
性
物
質

汚
染
対
処
特
措
法（
略
称
）」が
全
面

施
行
と
な
る
１
月
１
日
を
待
た
ず
に
、

昨
年
　
月
の
臨
時
市
議
会
と
　
月
の

11

12

定
例
市
議
会
で
合
わ
せ
て
約
４
億
１

千
万
円
を
補
正
予
算
措
置
し
、
昨
年

　
月
か
ら
除
染
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

11除
染
完
了
後
も
放
射
線
量
を
監
視

　
除
染
対
象
は
、市
独
自
の
除
染
基
準

値
以
上
の
施
設
と
し
、保
育
所
や
学
校

な
ど
で
対
象
と
し
た
８
か
所
の
う
ち
、

昨
年
中
に
福
田
保
育
所
、二
ツ
塚
学
童

保
育
所
、福
田
公
民
館
の
芝
生
広
場
、

■除染完了２９か所の測定結果（大気・３月１９日現在）
測定値（マイクロシーベルト毎時）

除染完了日測定箇所施設
除染工事後除染工事前

０.１００.２６２３年１２月１０日北西隅福田保育所

０.０９０.２８２３年１２月１４日サッカーゴール付近二ツ塚学童保育所

０.１５０.８５２４年１月２３日体育館前福田第一小学校

０.１００.８０２４年１月１３日体育倉庫裏福田第二小学校

０.０９０.３６２４年１月３０日体育倉庫付近二ツ塚小学校

０.１７０.９９２４年１月１３日屋外校舎北西角福田中学校

０.１００.３６２３年１２月１２日芝生広場中央福田公民館

０.１４０.５３２３年１２月７日南西角付近南部地区スポーツ広場

０.０８０.３３２４年１月１６日園名板裏大境公園

０.０５０.３２２４年１月１４日南側ベンチ前東新田公園

０.１００.２６２４年１月１９日中央殿山公園

０.０６０.２７２４年１月１９日中央東新田第三公園

０.０７０.３６２４年２月１０日防火水槽奥西亀山第四公園

０.０６０.３１２４年２月１０日中央水飲み器前西亀山第六公園

０.０５０.３１２４年１月２８日中央緑ケ丘公園

０.０６０.２５２４年１月２８日中央水飲み器わき西亀山公園

０.０６０.３５２４年２月２８日公園奥ベンチ前西亀山第二公園

０.０７０.５０２４年２月２８日ベンチ前西亀山第三公園

０.０５０.４２２４年２月３日中央下三ケ尾児童遊園

０.０５０.３３２４年１月１０日ブランコわき山崎児童遊園

０.０５０.３１２３年１２月１９日すべり台わき今上児童遊園

０.０６０.２４２３年１２月１７日遊具わき西新田公園

０.０６０.３１２４年１月１９日中央上灰毛第三公園

０.０６０.３５２４年１月２８日すべり台わき梅郷８号公園

０.０６０.３４２４年２月１３日北東側梅郷１０号公園

０.０５０.３２２４年２月２２日複合遊具わき梅郷４号公園

０.１００.３５２４年３月１６日南側奥梅郷９号公園

０.０５０.３１２４年３月１６日南西倉庫付近大崎児童遊園

０.１８０.２６２４年１月１７日西入口山崎貝塚

※測定高は５センチメートル
※各施設の測定箇所は、除染工事前の詳細測定で最も高い値を測定した場所
※除染工事前の測定値は、除染工事直前に実施した詳細測定の測定値
※除染工事後の測定値は、除染工事後の最新の測定値

市
独
自
の
放
射
能
対
策

公共施設の除染から私有地の除染公共施設の除染から私有地の除染へへ



供

送
り
た
く
て
も
、
心
の
健
康
問
題
や

多
重
債
務
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

　
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立

支
援
や
予
防
に
も
取
り
組
も
う
と
、

新
た
に
社
会
福
祉
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
、
福
祉
面
の
相
談
支
援
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

 相
談
員
も
増
員

就労に限定せず福祉施策を含め幅広く支就労に限定せず福祉施策を含め幅広く支援援

　
近
年
の
厳
し
い
雇
用
環
境
を
背
景

に
、
働
き
な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を

ど
の
社
会
に
出
る
こ
と
が
困
難
な
方

を
は
じ
め
、
保
護
観
察
対
象
者
や
成

年
後
見
人
制
度
の
中
で
の
複
雑
な
ケ

ー
ス
の
方
な
ど
も
支
援
の
対
象
に
加

え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

必
要
な
関
連
機
関
へ
の
案
内
な
ど

の
調
整
を
行
い
、
か
つ
当
事
者
の

状
況
変
化
に
応
じ
て
個
別
的
、
包

括
的
、
継
続
的
に
支
援
を
進
め
て

き
た
結
果
、
２
月
末
ま
で
に
　
人
205

の
相
談
者
の
う
ち
　
人
を
継
続
支

23

援
し
、
６
人
の
就
労
が
実
現
し
て

い
ま
す
。

 支
援
対
象
を
拡
大

　
さ
ら
に
今
年
度
は
、
就
労
を
希

望
す
る
方
だ
け
で
な
く
、
ニ
ー

ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
、
不
登
校
者
な

　
な
お
、
支
援
の
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
に
伴
い
、
開
設
日
を
現
在
の
週

３
日
か
ら
週
５
日
と
し
、
支
援
に
あ

た
る
相
談
員
も
２
人
か
ら
３
人
に
増

員
し
て
一
層
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

◎
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
場
所
】
市
役
所
２
階

【
開
所
日
】
月
曜
日
～
金
曜
日
の
９

時
～
　
時（
正
午
～
　
時
を
除
く
）

17

13

【
問
合
せ
】
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

－

暴
力
で
あ
る
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、社
会
生
活
や
仕

事
へ
の
不
適
応
な
ど
で
、
就
労
で
き

な
い
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
働
く
意
欲
が
あ

っ
て
も
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
か
ら
就
労
で
き
な
い
方
を
支
援
し

て
い
こ
う
と
、
昨
年
４
月
に
「
求
職

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
市
役
所

２
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
事
者
の
ニ

■パーソナルサポートセンター案内図

　市民の安心で平穏な生活と健全な事業活動か
ら暴力団を排除する「野田市暴力団排除条例」を
４月１日から施行します。本条例は、「暴力団を恐
れない」、「暴力団に資金を提供しない」、「暴力団
を利用しない」ことを基本理念とするものです。
　市では、３月に野田警察署と暴力団排除に関す
る協定書を締結し、連携しながら、市民や事業者、
自治会連合会などの関係団体にご協力いただき、
次の５つを推進していきます。

　①市の事務や事業に暴力団を利用しない
　②市民や事業者の皆さんなどに暴力団排除に
　　関する情報の提供や指導、助言
　③暴力団排除のための広報活動、学習機会の提供
　④暴力団排除に関係し、危害を受ける恐れのある
　　市民の皆さんの保護をする野田警察署に協力
　⑤千葉県と連携し、市立小中学校で暴力団排除
　　の重要性や被害防止のための教育を実施

　さらに、本条例には、市民や事業者の皆さんか
らの情報提供や暴力団に資金を提供してはいけ
ないなどの行動規範も規定されています。

【問合せ】市民生活課

 ４月１日から
  「野田市暴力団排除条例」施行

　
市
で
は
、昨
年
４
月
に「
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、自
立
し
た
生
活
を
望
み
な
が
ら
も
、心
の
健
康

や
多
重
債
務
な
ど
の
問
題
で
就
労
で
き
な
い
方
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
４
月
２
日
か
ら
は
、
対
象
を
就
労
希

望
者
に
限
定
せ
ず
、
ニ
ー
ト
や
不
登
校
者
な
ど
社
会
に
出

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

生
活
保
護
か
ら
の
自
立
や
予
防
も
含
め
、
福
祉
分
野
の
支

援
を
充
実
さ
せ
、名
称
を「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
と
し
、
開
設
日
も
週
５
日
に
拡
大
し
ま
す
。

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
策
の
作
成
や

 求
職
者
総
合

支
援 
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
拡
充

　
　
　
　
  ４
月
２
日
か
　
　
ら 
福
祉
的
支
援
も
実
施

  　
　
～
名
称
を「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」に
改
め
、週
５
日
開
設
へ
～



侠

　
平
成
　
年
第
２
回
定
例
市
議
会

24

で
、　
年
度
の
一
般
会
計
や
６
つ

24

の
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算

は
、
一
般
会
計
が
　
億
　
万
円
で

473

300

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
地
方
交

付
税
が
３
億
円
の
増
と
な
っ
た
一
方

で
、
個
人
市
民
税
の
落
ち
込
み
と
評

価
替
え
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
に

よ
り
市
税
が
２
億
７
千
　
万
円
の
減
、

200

臨
時
財
政
対
策
債
が
３
千
　
万
円
の

500

減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
総
じ

て
必
要
な
一
般
財
源
の
確
保
が
難
し

い
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
国
庫
支
出

金
は
、
子
ど
も
手
当
の
見
直
し
な
ど

に
伴
い
４
億
１
千
万
円
の
減
、
県
支

出
金
に
つ
い
て
も
歳
出
と
の
関
係
で

５
億
１
千
万
円
の
減
の
見
込
み
で
す
。

　
市
で
は
、
非
常
に
厳
し
い
歳
入
状

況
で
す
が
、　
年
度
は
除
染
費
用
を

24

含
む
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
震

災
対
応
経
費
に
重
点
配
分
す
る
と
と

も
に
、
合
併
時
に
市
民
に
約
束
し
た

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
そ
の
水

準
を
落
と
さ
な
い
」と
い
う
新
し
い
野

田
市
の
行
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

の
も
と
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
編

成
と
な
る
よ
う
に
、
行
政
改
革
の
実

施
計
画
で
あ
る「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
確
実
に
進
め
、
経
費
の
聖
域
な
き

見
直
し
を
行
い
、「
市
民
が
本
当
に
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

　
主
な
事
業
　

◎
議
会
費

　
議
会
映
像
配
信
用
デ
ー
タ
編
集
加

工
業
務
な
ど

◎
総
務
費

　
次
期
総
合
計
画
策
定
／
自
治
会
集

会
施
設
整
備
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
な
ど

◎
民
生
費

◆
社
会
福
祉
関
係
＝
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

／
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
／
障
が
い
者

総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
／
生
活
保
護
／
液
状
化
等
被
害
住

宅
再
建
支
援
金
／
応
急
仮
設
住
宅
提

供
な
ど

◆
高
齢
者
福
祉
関
係
＝
地
域
密
着
型

介
護
基
盤
緊
急
整
備
補
助
金
／
ス
マ

ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
／
包
括
的
健

康
管
理
シ
ス
テ
ム
運
営
な
ど

◆
児
童
福
祉
関
係
＝
保
育
所
耐
震
診

断
／
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
／
子
ど

も
の
た
め
の
手
当
／
養
育
者
支
援
手

当
／
障
が
い
児
通
所
支
援
／
ひ
と
り

中央小体育館は屋根架け替えに加え耐震補強も実中央小体育館は屋根架け替えに加え耐震補強も実施施

対
前
年
度
比
で
０
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
、
６
つ
の
特
別
会
計
が
　
億
７

332

千
　
万
円
で
７
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
の

580
増
、
水
道
事
業
会
計
が
　
億
６
千
　

41

455

万
５
千
円
で
０
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
と
な
り
、
全
体
で
　
億
４
千
　
万

847

335

５
千
円
、
３
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

平成２４年度
予 算 概 要　

一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
総
額
　
億
４
千
　
万
５
千
円

847

335

と
す
る
平
成
　
年
度
予
算
が
、第
２
回
定
例
市
議
会
で
審
議

24

さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
の
中
で
、東
日
本
大
震
災
へ
の

対
応
と
し
て
私
有
地
を
含
む
放
射
能
対
策
や
小
中
学
校
耐
震

補
強
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
つ
つ
、さ
ら
な
る
行
政
改
革
を

進
め
、
経
費
の
聖
域
な
き
見
直
し
を
行
い
、
一
般
会
計
は
対

前
年
度
比
で
０
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　
億
　
万
円
と
な
り

473

300

ま
し
た
。
本
号
で
は
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■予算規模                             　　     　   単位：千円、％

△は減を表す

増減率増減額平成２３年度
当 初 予 算

平成２４年度
当 初 予 算区　　分

0.4186,00047,117,00047,303,000一 般 会 計

5.81,067,20018,327,10019,394,300国民健康保険
特 別 会 計

特
　

別
　

会
　

計

6.8249,0003,647,0003,896,000下 水 道 事 業
特 別 会 計

△35.1△71,000202,000131,000用 地 取 得
特 別 会 計

13.5984,1007,281,0008,265,100介 護 保 険
特 別 会 計

1.45,800403,300409,100次木親野井特定土地区
画整理事業特別会計

9.097,7001,082,6001,180,300後期高齢者医療
特 別 会 計

7.52,332,80030,943,00033,275,800小 計

0.938,3624,126,1934,164,555水 道 事 業 会 計

3.12,557,16282,186,19384,743,355合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫

■市税の内訳  　　　　   単位：千円、％

構成比平成２４年度
当 初 予 算区　　分

42.59,240,840市 民 税
46.910,196,634固 定 資 産 税
1.0230,484軽 自 動 車 税
4.71,012,261た ば こ 税
0.0186特別土地保有税
4.91,058,784都 市 計 画 税
100.021,739,189合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫

私
有
地
を
含
む
放
射
能
除
染
対
策
な
　
　
ど 

    　
　
 震
災
対
応
事
業
に
重
点
配
分

　
　
     ～
さ
ら
な
る
行
政
改
革
で
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
～



支
援
業
務
／
産
業
廃
棄
物
施
設
公
害

防
止
対
策
／
放
射
能
対
策
／
太
陽
光

発
電
整
備
補
助
金
／
不
法
投
棄
巡
回

及
び
収
集
運
搬
業
務
な
ど

◎
労
働
費

　
無
料
職
業
紹
介
相
談
員
賃
金
／
職

業
訓
練
法
人
野
田
地
域
職
業
訓
練
協

会
補
助
金
／
障
が
い
者
職
場
実
習
奨

励
金
／
若
年
者
等
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

奨
励
金
／
緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金
な
ど

◎
農
林
水
産
業
費

親
家
庭
・
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
民
間
賃
貸

住
宅
入
居
時
家
賃
等
助
成
／
谷
吉
会

館
空
調
設
備
工
事
な
ど

◎
衛
生
費

◆
保
健
衛
生
関
係
＝
妊
婦
一
般
健
康

診
査
／
子
宮
が
ん
検
診
／
乳
が
ん
検

診
／
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
／

ヒ
ブ
・
子
宮
 頸
 が
ん
・
小
児
用
肺
炎
球

け
い

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
無
償
化
な
ど

◆
清
掃
関
係
＝
不
燃
物
処
理
施
設
建

設
／
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定

　
持
続
的
農
業
先
導
的
実
践
地
区
整

備
（
剪
定
枝
等
処
分
委
託
）
／
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
／
農
産
物
直
売

所
設
置
運
営
／
食
の
安
全
・
消
費
者

の
信
頼
確
保
対
策
推
進
な
ど

◎
商
工
費

◆
商
工
関
係
＝
買
い
物
弱
者
対
策
／

原
油
価
格
高
騰
対
策
／
企
業
誘
致
奨

励
金
な
ど

◆
観
光
関
係
＝
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り

七
夕
な
ど

◎
土
木
費

◆
道
路
橋
り
ょ
う
・
河
川
関
係
＝
合

併
関
連
事
業
で
の
生
活
道
路
等
整
備
、

柏
寺
排
水
路
整
備
、
阿
部
沼
第
一
排

水
区
六
丁
四
反
調
整
池
整
備
／
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
／
排
水
整

備
な
ど

◆
建
築
関
係
＝
耐
震
改
修
促
進
な
ど

◆
区
画
整
理
関
係
＝
野
田
市
駅
西
土

地
区
画
整
理
／
東
新
田
土
地
区
画
整

理
事
業
補
助
金
な
ど

◆
街
路
関
係
＝
合
併
関
連
事
業
で
の

愛
宕
駅
東
口
駅
前
広
場
等
整
備
、
川

間
駅
北
口
駅
前
広
場
整
備
、
船
形
吉

春
線
道
路
整
備
／
梅
郷
西
駅
前
線
道

路
改
良
／
連
続
立
体
交
差
事
業
負
担

金
な
ど

◆
自
然
環
境
保
護
関
係
＝
江
川
地
区

自
然
環
境
整
備
／
生
物
多
様
性
自
然

再
生
な
ど

◎
消
防
費

　
地
域
防
災
計
画
修
正
業
務
／
救
急

救
命
士
養
成
／
消
防
車
両
購
入
／
消

防
分
団
器
具
置
場
建
設
／
消
防
救
急

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
県
域
共
同
整
備
負

担
金
な
ど

◎
教
育
費

◆
学
校
関
係
＝
合
併
関
連
事
業
で
の

学
校
耐
震
補
強
、学
校
ト
イ
レ
改
修
、

小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
空
調
設

備
設
置
／
二
川
小
家
庭
科
室
改
修
／

学
力
向
上
専
門
委
員
／
地
域
教
育
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
／
少
人
数
授
業
等

講
師
派
遣
／
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
／

オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
／
キ
ャ

リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
及
び
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
／

５
年
生
算
数
指
導
助
手
配
置
な
ど

◆
社
会
教
育
・
保
健
体
育
関
係
＝
文

化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
（
客
席
更
新

工
事
）
／
総
合
公
園
整
備
な
ど

【
問
合
せ
】
財
政
課

■歳出（一般会計）　　　　　　　　　　　　　  　　  単位：千円、％

増減額平成２３年度
当 初 予 算構成比平成２４年度

当 初 予 算区　　　分

△43,614446,5290.9402,915議 会 費
△227,3724,517,3709.14,289,998総 務 費
△893,77517,573,47035.216,679,695民 生 費
1,690,4103,846,75711.75,537,167衛 生 費
△17,437101,0450.283,608労 働 費
190,380742,8432.0933,223農 林 水 産 業 費
△22,520455,3180.9432,798商 工 費
△671,9747,078,63213.46,406,658土 木 費
94,2531,738,2593.91,832,512消 防 費

△86,4724,716,2229.84,629,750教 育 費
86,84020.286,842災 害 復 旧 費
101,3304,937,88110.75,039,211公 債 費
△11,538790,6581.6779,120諸 支 出 金
△2,511172,0140.4169,503予 備 費
186,00047,117,000100.047,303,000歳 出 合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫

増減額平成２３年度
当 初 予 算構成比平成２４年度

当 初 予 算区　　　分

△272,02122,011,21045.921,739,189市 税
12,700458,0001.0470,700地 方 譲 与 税

△13,46553,2650.139,800利 子 割 交 付 金
90,3001,309,4003.01,399,700地 方 消 費 税 交 付 金
14,30422,4960.136,800配 当 割 交 付 金
△1,65513,9550.012,300株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
△29,963184,3630.3154,400ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
△31,087156,1870.3125,100自 動 車 取 得 税 交 付 金
△146,000268,0000.3122,000地 方 特 例 交 付 金
300,9644,101,3279.34,402,291地 方 交 付 税
△1,26423,1960.021,932交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
26,111567,3971.3593,508分 担 金 及 び 負 担 金

△138,4481,163,4062.21,024,958使 用 料 及 び 手 数 料
△409,5636,429,69812.66,020,135国 庫 支 出 金
△508,9742,945,1865.22,436,212県 支 出 金

1,62310,7680.012,391財 産 収 入
△5,00010,1050.05,105寄 附 金
601,434693,1182.71,294,552繰 入 金

0850,0001.8850,000繰 越 金
37,4041,132,7232.51,170,127諸 収 入
658,6004,713,20011.45,371,800市 債
186,00047,117,000100.047,303,000歳 入 合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫

■歳入（一般会計）　　　　　　　　　　　　　   　　 単位：千円、％

△は減を表す

△は減を表す

僑



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
市
営
と
民
営
の
駐
輪
場
の
料
金
負

担
の
均
衡
を
考
慮
し
、
市
で
は
市
内

の
民
営
駐
輪
場
の
学
生
利
用
者
に
、

市
営
の
使
用
料
と
の
差
額（
月
額
上
限

　
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

500【
対
象
者
】
市
内
在
住
で
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
通
学
・
通
園
の
た
め
に
平
成

民
営
駐
輪
場
利
用
の
学
生
に
助
成

　
年
　
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
に

23

10

24

31

民
営
の
駐
輪
場
を
使
用
し
た
学
生
か

保
護
者

【
申
込
期
間
】
４
月
２
日
月
～
　27

日
金

【
添
付
書
類
】
領
収
証（
原
本
）、
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
や
会
場
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、各
図
書
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
興
風
図
書
館
☎
７
１
２
３
 

７
６
１
１
、南
図
書
館
☎
７
１
２
５
 
７
９

８
１
、北
図
書
館
☎
７
１
２
９
 
８
８
１
１
、

せ
き
や
ど
図
書
館
☎
７
１
９
８
 
４
９
４
６ －

－

－－

　
４
月
　
日
の「
子
ど
も
読
書
の
日
」

23

に
ち
な
み
、
子
ど
も
た
ち
に
本
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
４
月
　
日
日

22

に
市
内
各
図
書
館
で
「
図
書
館
子
ど

も
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、全
館
で
絵
本
の
展
示
や
ク

イ
ズ
な
ど
を
行
う
ほ
か
、本
を
借
り
た

子
ど
も
全
員
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お 図

書
館
で
子
ど
も
ま
つ
り

　
松
戸
野
田
有
料
道
路
の
無
料
化
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
千
葉
県
が
管
理
し

て
い
た
主
要
地
方
道
・
松
戸
野
田
線

の
一
部
が
、
４
月
１
日
に
野
田
市
に

移
管
さ
れ
、
市
道
山
崎
野
田
線
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
県
道
か
ら
市
道
に
変
更
し
た
箇
所

は
、
旧
松
戸
野
田
線
の
下
町
交
差
点

か
ら
運
河
橋
手
前
の
流
山
市
と
の
行

政
境
界
ま
で
の
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
間
で
す
。

【
問
合
せ
】
管
理
課

 県
道
松
戸
野
田
線
の
一
部
が

　
　
　
 市
が
管
理
す
る
市
道
に

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

【
補
助
金
額
】
太
陽
電
池
の
最
大
出

力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円
で
、

上
限
金
額
は
７
万
円

【
申
請
受
付
期
間
と
場
所
】
受
付
は

平
成
　
年
４
月
２
日
月
か
ら
　
年
２
月
　

24

25

15

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と

地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
を
進
め
る
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害

な
ど
で
停
電
に
な
っ
た
場
合
で
も
太

陽
光
で
発
電
す
る
た
め
、
電
力
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
】４
月
２
日
以
降
、市
内
で
自

己
居
住
用
の
住
宅
に
新
た
に
設
置
す

る
方
か
、設
置
さ
れ
た
住
宅
を
建
築
、

購
入
す
る
方
で
４
月
２
日
以
降
に
住

宅
の
引
き
渡
し
を
受
け
る
方

※
前
年
分
の
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
や

申
請
書
提
出
前
に
工
事
着
手
の
方
、
新

築
住
宅
・
建
売
住
宅
の
引
渡
し
が
完
了

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
今
回
の
補
助
金

日
金
ま
で
で
、環
境
保
全
課
窓
口
へ

※
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
設
置
工
事
を

契
約
さ
れ
て
い
る
方
は
お
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
の
補
助
金
と
あ
わ
せ
て

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　
年
度
分
の
補
助
申
請
の

24

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

■山崎野田線の位置図

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

　
　
　
　
　
補
助
金
を
交
付

【
日
時
】 ５
月
７
日
鉦
　
時
　
分
か
ら

13

30

【
場
所
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
内
容
】
立
候
補
届
出
書
類
の
交

付
や
書
類
の
作
成
方
法
な
ど

【
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

　
任
期
満
了
に
伴
う
野
田
市
長
選

挙
を
行
い
ま
す
。

【
投
票
日
】
６
月
　
日
日

24

【
告
示
日
】
６
月
　
日
日

17

　
ま
た
、
立
候
補
予
定
者
を
対
象

に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
　
日
日
に
野
田
市
長
選
挙

24

　
市
で
は
、
学
力
向
上
を
目
指
し
、

各
小
学
校
を
会
場
に
、算
数
の
ド
リ
ル

学
習
を
中
心
に
行
う
「
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
」を
　
年
度
も
開
講
し
ま
す
。

24

　
そ
こ
で
、
４
月
か
ら
児
童
の
算
数

の
指
導
や
支
援
を
す
る「
指
導
者
」と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

【
指
導
日
】
第
２
・
４
・
５
上
の
８
時

　
分
～
　
時
　
分（
休
講
日
も
あ
り
）

45

11

15

【
募
集
対
象
】
　
歳
以
上
の
方（
高

18

校
生
は
不
可
、
教
員
免
許
状
の
有
無

は
問
わ
な
い
）

◆
シ
ニ
ア
聴
講
生
も

　
ま
た
、　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

60

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
算
数
や
漢
字

の
勉
強
を
す
る「
シ
ニ
ア
聴
講
生
」も

併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
指
導
課

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
募
集

兇
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距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

で
（
土
日
□祝 
は
除
く
）
の
、
８
時
　30

分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
、
市
役
所
課

17

15

税
課
と
関
宿
支
所
で
、
無
料
で
縦
覧

で
き
ま
す
。

◆
価
格
に
不
服
の
あ
る
と
き

　
価
格
に
不
服
の
あ
る
方
は
、固
定
資

産
課
税
台
帳
に
価
格
な
ど
を
登
録
し

た
旨
の
公
示
の
日
か
ら
、
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
　
日
ま

60

で
に
、「
野
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
」
に
文
書
で
審
査
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

　
平
成
　
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

24

帳
の
閲
覧
と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
４
月
２
日
月
か
ら
（
土
日
□祝 
は
除

く
）
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま

30

17

15

で
、市
役
所
課
税
課
、関
宿
支
所
、南
・

北
・
中
央
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
費
用
は
、１
枚
　
円
で
、納
税
義
務

300

者
な
ど（
借
地
・
借
家
人
を
除
く
）は
５

月
１
日
火
ま
で
無
料
で
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
４
月
２
日
月
か
ら
５
月
１
日
火
ま

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
　

　
ど 
の
閲
覧
と
縦
覧

　
４
月
　
日
日
９
時
　
分
か
ら
　
時

29

30

15

ま
で
清
水
公
園
第
二
公
園
広
場
な
ど

で
、
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
２
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
野
鳥
・
樹
木
・
野
草
の
観
察
会
、

遊
び
の
広
場
（
一
部
参
加
費
あ
り
）、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ア
カ
ペ
ラ
、
野
田
中
央
高
校
・
北
部

中
学
校
・
東
部
中
学
校
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
す
。

　
　
時
　
分
か
ら
と
　
時
か
ら
は
苗

10

30

13

木
、　
時
か
ら
は
花
苗
の
無
料
配
布

14

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、花
の
寄
せ
植
え
講
習
会（
有

料
で
　
時
　
分
か
ら
と
　
時
　
分
か

10

30

13

30

清
水
公
園
で
み
ど
り
の
       フ
ェ
ス
タ

づ
 く
 り

ふ
る
さ
と

ら
の
２
回
、各
回
抽
選
　
人
）の
参
加

25

希
望
者
は
４
月
９
日
月
必
着
で
、は
が

き（
住
所・氏
名・
☎・希
望
時
間
帯
を
明

記
）で
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278
－

野鳥や樹木などの観察会野鳥や樹木などの観察会もも

み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課
内「
み

ど
り
の
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
」へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

 監
査
結
果

　
平
成
　
年
度
の
定
期
監
査
と
財
政

23

援
助
団
体
等
監
査
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
定
期
監
査
結
果

【
期
間
】平
成
　
年
９
月
８
日
～
　
年

23

24

２
月
　
日
22

【
対
象
部
局
】
環
境
部
、
企
画
財
政

部
、
土
木
部
、
総
務
部
、
児
童
家
庭

部
、
消
防
、
生
涯
学
習
部
、
学
校
教
育

部
、
保
健
福
祉
部
、
会
計
管
理
者
、
議

会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
監
査
委
員
事
務
局
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
水
道
部
、
都
市
部
、
民

生
経
済
部

【
監
査
の
結
果
】
財
務
に
関
す
る
事

務
の
執
行
は
、
お
お
む
ね
適
正
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
。　

　
な
お
、
更
な
る
コ
ス
ト
意
識
向

上
や
内
部
統
制
を
有
効
に
機
能
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

部
改
善
策
の
検
討
を
要
望
す
る
。

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇・野
口
義
雄

◆
財
政
援
助
団
体
等
監
査

【
期
間
】
平
成
　
年
８
月
１
日
～

23

　
年
３
月
５
日

24【
対
象
団
体
】
社
団
法
人
野
田
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
平
成
　
年
度
に
執
行
し

22

た
出
納
そ
の
他
関
連
す
る
事
務

【
監
査
の
結
果
】
事
業
に
つ
い
て

は
お
お
む
ね
適
正
に
運
営
さ
れ
て

い
た
が
、一
部
事
項
の
改
善
を
要
望

【
監
査
委
員
】染
谷
肇
・
野
口
義
雄

※
全
文
は
、市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

 地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス 
事
業
所

       新
た
に
３
か
所
開
設

介護保険

■新たに開設した地域密着型サービス事業所
開所日連絡先所在地施設名種類

２月１日☎７１５７－４３１８宮崎
２０７－5

グループホーム
菜の花グループホーム

３月１日
☎７１２８－６６０３東宝珠花

２２２

グループホーム
つつじの郷

☎７１２８－６６０１デイハウス
つつじの郷

小規模多機能型
居宅介護
◎グループホーム（認知症対応型共同生活介護）：認知症の方（要支援２
以上）が共同生活する住宅で入浴、排せつ、食事の介護など日常生活上の
世話や機能訓練を行います。
◎小規模多機能型居宅介護：通いを中心に利用者の選択に応じて訪問や
泊まりのサービスを組み合わせて多機能なサービスを提供します。

　
現
在
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
全
国
的
に
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
も
例
外
で
は
な
く
、　
歳
65

以
上
の
高
齢
者
人
口
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
総
人
口
に
占
め
る
　
歳
以

65

上
の
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
は
平
成

　
年
４
月
１
日
現
在
で
　
・
８
パ
ー

23

21

セ
ン
ト
に
達
し
、
今
後
も
上
昇
し
続

け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
続
け
な
が
ら
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
、

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
、

市
内
に
　
の
事
業
所
を
指
定
し
て
い

16

ま
す
。

　
さ
ら
に
　
年
度
に
は
、野
田
市
シ
ル

23

バ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、計
画
的
に
施

設
整
備
を
進
め
、新
た
に
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
２
か
所
と
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
１
か
所
が
、開
設
し
ま
し
た
。

　
入
所
の
相
談
や
利
用
の
申
し
込
み

な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
、

各
事
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課



襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

講
座
・
教
室

◆
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
の
親
向

け
セ
ミ
ナ
ー
　
４
月
７
日
上
　
時
13

　
～
　
時
　
分
ウ
ェ
ル
ネ
ス
柏（
柏

30

15

30

市
）で
。斉
藤
 環
 氏（
精
神
科
医
）

た
ま
き

に
よ
る「
引
き
こ
も
り
の
な
ぜ
、ど

う
す
れ
ば
」
と
題
し
た
講
演
。
先

着
　
人
。
入
場
料
　
円
。
無
料
個

80

500

別
相
談
あ
り
。
事
前
に
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス（
住
所
・
氏
名
・
☎
・
個
別

相
談
希
望
の
有
無
を
明
記
）
で
〒

　
 
０
０
０
５
柏
市
柏
３
 
１
 

277９
 
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

☎
７
１
６
２
 
７
７
７
１
・
思
７

１
０
０
 
１
９
５
０
へ

◆
市
民
会
館
・
郷
土
博
物
館
で
講

座
な
ど
　
①
寺
子
屋
講
座
…
４
月

　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市

15

13

30

15

30

民
会
館
で
。 仁
  上
 孝
雄
氏（
バ
ッ
パ

に
 
が
み

カ
獅
子
舞
保
存
会
会
員
）に
よ
る

「
世
界
に
響
け
！
バ
ッ
パ
カ
獅
子

舞
」。先
着
　
人
。②
企
画
展「
野
田

20

に
生
き
た
人
々
～
そ
の
生
活
と
文

化
２
０
１
２
」…
４
月
７
日
上
～

６
月
　
日
鉦
９
時
～
　
時
郷
土
博

25

17

物
館
で
。③
呈
茶
席
…
４
月
８
日

醤
　
時
～
　
時
。市
民
会
館
茶
室

10

15

―

―

―

―

―

で
。定
員
　
人
。当
日
会
場
受
付
。

70

費
用
は
①
は
一
般
　
円（
高
校
生
以

500

上
の
学
生
　
円
）、③
は
　
円（
菓
子

250

300

代
）。①
の
申
込
み
は
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
４
月
５
日
障
か
ら
郷
土
博

物
館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
・

思
７
１
２
４
 
６
８
６
６
へ

◆
ヨ
ガ
教
室
　
４
月
　
日
～
６
月

16

４
日
の
鉦
　
時
～
　
時
　
分
総
合

19

20

30

公
園
体
育
館
で
。
全
８
回
。
高
校

生
以
上
。
先
着
　
人
。
参
加
費
３

30

千
円
。
申
込
み
は
４
月
６
日
鞘
～

　
日
鞘
に
直
接
同
館
へ
。
問
同
館

13☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種

教
室
　
①
楽
し
い
健
康
気
功
教
室

…
４
月
　
日
～
５
月
　
日
の
鐘
　

25

23

10

時
　
分
～
　
時
　
分
。全
５
回
。　

30

11

45

30

人（
抽
選
）。
②
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
…
５
月
　
日
鍾（
雨
天

29

時
　
日
障
）９
時
～
　
時
。先
着
　

31

16

192

人
。い
ず
れ
も
　
歳
以
上
。費
用
は

20

①
は
２
千
　
円
、②
は
　
円
。申
込

500

500

み
は
①
は
４
月
　
日
鞘
ま
で
に
電

20

話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１
家

族
１
通
）で
〒
　
 
０
２
２
５
平

270

井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７

401

―

――

―

１
９
８
 
８
５
０
０
へ
、②
は
４
月

　
日
鍾
～
　
日
鉦
に
直
接
同
館
へ

10

30

イ
ベ
ン
ト

◆
４
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放
　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、

親
子
で
保
育
体
験
。育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
子
ど
も
館
展
示
会
　
４
月
　
日
11

鐘
～
　
日
醤
９
時
～
　
時
　
分

15

17

15

（
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は
　

13

16

時
　
分
ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ

15
ャ
ラ
リ
ー
で
。「
子
ど
も
館
は
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
！
」を
テ
ー
マ
に
活
動

紹
介
や
作
品
を
展
示
。
問
関
宿
子

ど
も
館
☎
７
１
９
８
 
３
４
５
６

◆
歌
っ
て
健
康
！
歌
声
サ
ロ
ン
　

４
月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
　
分
欅

25

14

15

30

の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
杉
山

 公
  章
 氏（
歌
手
）の
指
導
の
も
と
懐

き
み
 あ
き

か
し
い
名
曲
を
み
ん
な
で
歌
う
。

歌
に
自
信
の
な
い
方
も
。
入
場
料

千
円
。
前
売
り
券
は
野
田
公
民
館

（
電
話
申
し
込
み
可
）、文
化
会
館
、

―

―

欅
の
ホ
ー
ル
で
発
売
中
。
問
野
田

公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
９

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
　
①
関
宿
城
将
棋
大
会
…

５
月
４
日
鞘
（
大
人
の
部
）、
５
日

上
（
子
ど
も
の
部
）
９
時
か
ら
。

先
着
各
　
人
。
い
ず
れ
も
食
事
付

64

き
。
②
自
然
観
察
～
草
笛
を
吹
こ

う
…
５
月
６
日
醤
　
時
～
正
午
。

10

岩
槻
秀
明
氏（
同
館
展
示
協
力
員
）

の
案
内
で
野
草
の
観
察
と
草
笛
作

り
。
先
着
　
人
。
③
郷
土
食
講
座

20

「
そ
ば
打
ち
」…
５
月
　
日
、
６
月

13

　
日
、
７
月
　
日
の
醤
９
時
　
分

10

15

30

～
正
午
。
全
３
回
。
全
て
参
加
で

き
る
方
。
先
着
　
人
。
参
加
費
は

20

①
は
大
人
の
部
の
み
千
　
円
、
②

500

は
　
円
、
③
は
３
千
円
。
申
込
み

100
は
①
は
４
月
４
日
鐘
、
②
は
４
月

６
日
鞘
、
③
は
４
月
　
日
鞘
か
ら

13

同
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

募
　
集

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
　
6
月
３

日
醤
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田

沼
校
舎（
習
志
野
市
）で
。試
験
科
目

は
甲
種
、乙
種
、丙
種
。申
込
み
は
消

防
本
部
予
防
課
、消
防
署
、各
分
署

に
あ
る
願
書
を
４
月
　
日
鍾（
上
・

10

醤
を
除
く
）ま
で
に（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部
へ
。

問
消
防
本
部
予
防
課
内
消
防
防
災

―

―

共

保
育
所
名

清

水

木
間
ケ
瀬

古
布
内

東

部

花

輪

あ
た
ご

南

部

福

田
開
放
日

　
日
火

10　
日
水

11　
日
水

11　
日
木

12　
日
木

26　
日
火

17　
日
水

18　
日
木

19　
日
火

24

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
４
月
の
法
律
・
不
動
産
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、
４
月
２
日
月

９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
６
・
　
・
　
・

１１
１９

　
日
。
□い 
＝
　
・
　
日
。
５
日
間
で
　
人

２６

１２
２６

７０

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

１１

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

１１

１７

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

１８

※
交
通
事
故
相
談
は
、相
談
員
研
修
の
た
め
、
今
月
の
相
談
は
あ
り

ま
せ
ん
。

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
９
・
　
・
　
日
。 

１７
２７

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

１９

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

鉦
～
障
９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
２
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時
。

35

２４

10

16

◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・

就
労
支
援
に
関
す
る
相
談
。□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。

17

☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

――

―
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１
３
８
 
１
１
１
２

◆
都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評

価
　
４
月
１
日
醤
か
ら
市
役
所
と

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
可
。
愛
宕
駅
周
辺
地
区
と
次
木

親
野
井
周
辺
地
区
、
梅
郷
駅
周
辺

地
区
。
問
愛
宕
駅
周
辺
地
区
市
街

化
整
備
事
務
所
☎
７
１
２
１
 
３

３
１
７
、
道
路
建
設
課

◆
納
税
ご
よ
み
の
配
布
　
　
年
度

24

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
納
期
限
を
記
載
。
市
役
所
収

税
課
や
支
所
、
各
出
張
所
と
公
民

館
、
市
内
各
金
融
機
関
で
配
布
。

問
収
税
課

◆
水
質
検
査
計
画
と
結
果
を
公
表

　
定
期
的
に
実
施
す
る
水
質
検
査

計
画
と
結
果
。
水
道
部
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
。
問
水
道
部

☎
７
１
２
４
 
５
１
４
６

―

―

―

相
談
・
そ
の
他

◆
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
な
ど
の

無
料
相
談
会
　
４
月
　
日
上
９
時

21

　
分
～
　
時
市
役
所
６
階
　
会
議

30

16

602

室
で
。（
社
）千
葉
県
建
築
士
会
野

田
支
部
に
よ
る
相
談
。先
着
　
人
。

20

木
造
住
宅
を
所
有
し
、
居
住
し
て

い
る
方
。
建
築
確
認
申
請
時
の
図

面
か
自
宅
の
間
取
り
図
持
参
。
申

込
み
は
４
月
　
日
上
～
　
日
鞘
に

14

20

 畔
  上
 ☎
７
１
２
７
 
２
０
０
０
へ

あ
ぜ
 か
み

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
の
市
民

特
別
料
金
を
週
２
日
実
施
　
「
け

や
き
コ
ー
ス
」は
鉦
・
鞘
、「
ひ
ば
り

コ
ー
ス
」
は
鉦
・
鍾（
い
ず
れ
も
祝

日
含
む
）
が
け
や
き
は
千
円
、
ひ

ば
り
は
　
円
通
常
よ
り
割
引
に
。

500

市
内
在
住
、在
勤
の
方
と
同
伴
者
。

問
け
や
き
コ
ー
ス
☎
７
１
３
８
 

１
１
１
１
、
ひ
ば
り
コ
ー
ス
☎
７

―

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

協
会
☎
７
１
２
４
 
０
１
１
４

◆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２

０
１
２
の
参
加
選
手
　
　
月
　
日

10

12

鞘
～
　
日
鍾
。
昭
和
　
年
４
月
１

16

28

日
以
前
に
生
ま
れ
た
市
民
。
種
目

は
ゴ
ル
フ
。書
類
選
考
あ
り
。申
込

み
は
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
る
申
込

書
を
４
月
　
日
鐘
～
５
月
　
日
障

18

31

に
同
課
へ
。
問（
福
）千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
☎
　（
　
）２
２
０
８

043
245

◆
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
　
日
常
生

活
で
気
付
い
た
利
根
川
や
江
戸
川
、

利
根
運
河
の
情
報
を
河
川
事
務
所

に
連
絡
。
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
付
近

に
住
む
　
歳
以
上
の
方
。
７
月
１

20

日
醤
か
ら
２
年
間
。
実
費
程
度
の

手
当
あ
り
。
申
込
み
は
利
根
川
は

５
月
　
日
金
ま
で
に
利
根
川
上
流

11

河
川
事
務
所
目
吹
出
張
所
☎
７
１

２
２
 
３
０
１
４
、江
戸
川
と
利
根

運
河
は
５
月
　
日
金
ま
で
に
江
戸

18
―

―

川
河
川
事
務
所
管
理
課
☎
７
１
２

５
 
７
３
１
９
へ

◆
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

や
適
正
飼
育
の
普
及
啓
発
な
ど
。

県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
５
月

　
日
醤
に
千
葉
県
教
育
会
館
で
開

27催
す
る
講
習
会
を
受
講
で
き
る
方
。

問
県
衛
生
指
導
課
・
生
活
衛
生
推

進
室
☎
　（
　
）２
６
２
７

043
223

◆
交
通
安
全
推
進
隊
（
交
通
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　
通
学
路
で
の
街

頭
指
導
や
高
齢
者
の
自
宅
訪
問
な

ど
、小
学
校
区
を
単
位
に
５
～
　
人
20

程
度
で
活
動
。　
歳
以
上（
４
月
１

16

日
現
在
）で
月
１
回
以
上
参
加
で

き
る
方
。希
望
者
は
４
月
２
日
鉦

～
５
月
　
日
障
ま
で
に
市
民
生
活

31

課
に
あ
る
応
募
用
紙
か
千
葉
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
。問
県
生
活
・

交
通
安
全
課
☎
　（
　
）２
２
６
３

043
223

―

市
税
な
ど
の
納
期（
４
月
）

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　
５
月
１
日
鍾
ま
で
の
納
期
の
市

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
１
期
）

４
月
　
日
障
ま
で
に
通
知
書
が
届

12

か
な
い
と
き
は
課
税
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
・
課
税
課

凶

　
抗
う
つ
薬
と
自
殺
の
問
題

　
神
経
伝
達
物
質
と
関
係
す
る
う
つ
病
は
、
自
殺

の
危
険
性
が
高
い
疾
患
で
す
。

　
「
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
か
、

「
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
い
た
い
」
な
ど
と
訴

え
る
よ
う
な
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
抗
う
つ
薬
を
使
う
こ
と
で
、
自
殺
の
危
険

性
が
減
少
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
抗
う
つ
薬
の
投
与
初
期
に
多
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
不
安
や
焦
燥
（
い
ら
だ
ち
や
あ

せ
り
）、
衝
動
性
や
不
眠
の
悪
化
の
ほ
か
、
攻
撃
的

に
な
る
と
い
っ
た
薬
の
副
作
用
が
発
現
す
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
例
え
ば
、
自
傷
行
為

や
広
義
の
自
殺
な
ど
の
「
自
殺
関
連
行
動
」
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
に
は
、
効
用
と
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
自
殺

に
関
連
す
る
副
作
用
に
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、

抗
う
つ
薬
は
専
門
医
の
指
導
・
管
理
の
も
と
で
使

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　
　
（
K
・
Ｔ
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
５

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

１６

１９

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

２４

２６

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
３
日
）、知
的
障
が
い
者（
４
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

１７

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
３
日
）、身
体
障
が
い
者（
４

30

15

30

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

１７

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
鍾
　15

時
～
　
時（
希
望
で
第
４
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
に
集
団
療

17

13

30

15

30

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

２０

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

１０

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―
―

―

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
４
月
３
日
火
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

10

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
３
月
　
日
号
の「
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
」の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。４
月
　
日
木
の
川
間
駅
南
第
二
公
園（
五

１５

１２

木
公
園
）の
時
間
を「
　
時
　
分
～
　
時
　
分
」と
記
載
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は「
９
時
　
分
～
９
時
　
分
」で
す
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

１０

２０

１０

４５

１５

３５



　
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
住
む
、
や
せ
こ

け
た
ト
ラ
は
、
宮
殿
で
お
い
し
そ

う
な
ご
は
ん
を
食
べ
る
王
さ
ま
が

う
ら
や
ま
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

あ
る
日
、
庭
に
干
さ
れ
た
ト
ラ
の

毛
皮
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
見
て
、
入

れ
替
わ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
…
。

New Books
せきやど図書館の推せん図書

　
徳
川
家
御
用
達
の
菓
子
屋
に
よ

る
絵
図
帳
を
植
物
な
ど
モ
チ
ー
フ

ご
と
に
分
類
し
、
カ
ラ
ー
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
菓
銘
の
由
来
や
意

匠
の
魅
力
、
製
法
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
、
味
わ
い
を
想
像
し
な

が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
め
ま
す
。

「トラのじゅうたんに
なりたかったトラ」
ジェラルド・ローズ・文／絵

岩波書店

講
座
・
教
室

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
　
４
月
　11

日
、　
日
の
鐘
、　
日
、　
日
の
障

25

19

26

　
時
～
　
時
、　
日
醤
９
時
～
　
時

17

18

22

10

中
央
公
民
館
で
。
小
中
学
生
。
先
着

　
人
。
参
加
費
各
回
千
円
。
申
込
み

10は
４
月
５
日
障
か
ら
鈴
木
☎
　
 
４

090

４
３
９
 
４
８
０
３
へ

◆
母
の
日
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
ア
レ
ン
ジ

　
４
月
　
日
醤
　
時
～
正
午
中
央
公

15

10

民
館
で
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
づ
く
り
。
先
着
　
人
。
材

20

料
費
２
千
　
円
。
は
さ
み
持
参
。
申

500

－

－

込
み
は
４
月
５
日
障
～
　
日
障
に
岩

12

瀬
☎
　
 
４
６
７
８
 
５
９
６
４
へ

090

◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
１
日
体
験
教
室
　

４
月
　
日
鍾
　
時
　
分
～
　
時
勤
労

17

13

30

15

青
少
年
ホ
ー
ム
で
。先
着
　
人
。申
込

10

み
は
４
月
　
日
鍾
ま
で
に
大
川
☎
７

10

１
２
４
 
４
８
３
０
へ

◆
ア
ロ
マ
と
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
　
４

月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
　
分
南
コ
ミ

18

10

11

45

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。季
節
に
合
っ
た
カ

ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
と
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー

作
成
。先
着
　
人
。費
用
千
　
円
。申

10

800

込
み
は
４
月
５
日
障
～
　
日
鉦
に
足

16

立
☎
　
 
６
１
１
３
 
３
１
３
０
へ

090
－

－

－－

－

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

４
月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
南
部

19

10

11

30

梅
郷
公
民
館
で
。
ア
ロ
マ
の
化
粧
水

作
成
。
先
着
　
人
。
費
用
２
千
円
。

12

申
込
み
は
４
月
６
日
鞘
か
ら
岩
井
☎

　
 
２
３
３
３
 
４
５
５
６
へ

080◆
子
ど
も
の
強
い
心
と
身
体
を
育
て

る
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
Ⅱ
　
４
月
　
日
24

鍾
　
時
　
分
～
　
時
南
部
梅
郷
公
民

10

30

13

館
で
。
有
機
食
材
を
使
っ
た
バ
ラ
ン

ス
基
本
食
。
先
着
　
人
。
費
用
２
千

10

　
円
。
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布
持
参
。

500申
込
み
は
４
月
５
日
障
～
　
日
醤
に

22

 
お
む
す
び
マ
マ
の
会
東
葛
支
部
☎

　
 
１
５
４
８
 
１
８
５
５
へ

090◆
リ
ボ
ン
・
レ
イ
講
座
　
５
月
１
日

鍾
　
時
か
ら
と
　
時
か
ら
、
９
日
鐘

10

18

　
時
か
ら
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
リ

10ボ
ン
レ
イ
作
成（
１
本
）と
ハ
ワ
イ
の

－

－

－

－

話
。各
回
先
着
５
人
。費
用
２
千
円
。

申
込
み
は
４
月
　
日
鞘
ま
で
に
岩
田

20

☎
　
 
９
９
５
３
 
４
５
２
５
へ

090イ
ベ
ン
ト

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
イ
ベ
ン
ト
　
①
お

し
ゃ
べ
り
会
…
４
月
６
日
鞘
　
時
　

10

30

分
～
　
時
　
分
。②
育
児
の
日
…
４
月

11

30

　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
。
③
お
弁

12

10

11

30

当
を
食
べ
よ
う
…
４
月
　
日
障
　
時

19

10

～
　
時
。
④
育
児
相
談
日
…
４
月
　

13

24

日
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。
い
ず

10

30

11

30

れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館
で
。

費
用
　
円
。①
③
④
は
０
歳
～
３
歳
の

50

子
と
親
。③
④
は
先
着
５
組
。申
込
み

は
③
は
４
月
５
日
障
～
　
日
鐘
、④
は

18

４
月
５
日
障
～
　
日
鉦
に
 
ゆ
う
＆

23

み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　

－

－－

４
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役

13

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
イ
タ
リ
ア

と
日
本
各
地
の
民
謡
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

当
日
会
場
へ
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
清
水
公
園
探
鳥
会
　
４
月
　
日
醤

15

７
時
　
分
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。

30

　
時
　
分
解
散
。小
学
生
以
上（
小
学

10

30

生
は
保
護
者
同
伴
）。参
加
費
　
円
。

200

双
眼
鏡
と
筆
記
用
具
持
参
。問
田
中

☎
７
１
２
３
 
２
８
１
３（
　
時
以
降
）

18

◆
野
田
の
文
化
財
を
記
録
す
る
会
写

真
展
　
４
月
　
日
鉦
～
　
日
鉦
９
時

16

23

～
　
時
（
初
日
は
　
時
か
ら
、
最
終

17

11

日
は
　
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い

16

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
約
　
点
。
問
山
﨑

50

☎
　
 
６
６
５
２
 
２
１
７
６

090
◆
　
周
年
記
念
千
葉
県
書
作
家
連
盟

２０
展
　
４
月
　
日
鐘
～
　
日
醤
　
時
～

18

22

10

　
時
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

17

－

－

－

「江戸時代の和菓子
デザイン」
中山圭子・著
ポプラ社

協

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

関宿城さくらまつり

　関宿城さくらまつりは、平成１９年
に関宿城博物館の多目的広場に植樹
された７５本の桜の成長と地域の活性
化を願い、関宿商工会青年部の主催
で開催しています。
　５回目となる今回は、４月８日に
９時３０分から１５時３０分までの予定で
開催し、郷土の歴史に触れるクイズ

や関宿検定、先着２００人の方への大豆
無料配布を行います。
　ほかにも関宿城桜名店街と称した、
ご当地B級グルメの模擬店や地元サー
クルによる演技や演奏も行われます。
＜アクセス＞朝日バス「関宿城博物館」下車
徒歩約５分※まめバス関宿城ルートは日曜
のため、運休しますのでご注意ください
＜問合せ＞関宿商工会☎７１９８－０１６１

桜の成長とともに賑わいを
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（
柏
市
）
で
。
約
　
点
。
問
岡
田
☎

120

７
１
３
８
 
３
５
８
０

◆
さ
く
ら
そ
う
展
示
会
　
４
月
　
日
20

鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　
時（
最
終
日

22

17

は
　
時
ま
で
）興
風
会
館
で
。約
　
鉢
。

15

300

問
 茂
  田
  井
 ☎
７
１
２
５
 
２
０
６
４

も
 
た
 
い

◆
北
部
将
棋
同
交
会
将
棋
大
会
　
４

月
　
日
醤
９
時
～
　
時
北
部
公
民
館

22

16

で
。
先
着
　
人
。
参
加
費
千
円
。
申

50

込
み
は
４
月
７
日
上
～
　
日
鞘
に
白

13

井
☎
７
１
２
３
 
３
０
０
８
へ

◆
の
だ
ス
ポ
レ
ク
卓
球
交
流
大
会
　

４
月
　
日
醤
９
時
～
　
時
関
宿
総
合

22

18

公
園
体
育
館
で
。
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス
。
組
み
合
わ
せ
は
抽
選
。
先
着
　180

人（
抽
選
）。
参
加
費
　
円
。
卓
球
用

500

具
、上
履
き
な
ど
持
参
。申
込
み
は
４

－

－

－

月
　
日
鍾
～
　
日
鍾
に
は
が
き
（
住

10

17

所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）で
〒
　278

 
０
０
２
２
山
崎
１
９
８
５
 
　
古
15

谷
☎
　
 
１
２
５
０
 
４
６
７
６
へ

090

◆
春
季
俳
句
大
会
　
４
月
　
日
日
　

22

10

時
か
ら
興
風
会
館
で
。　
時
　
分
ま
で

11

30

に
当
季
雑
詠
２
句
持
参
。当
日
席
題
１

句
。参
加
費
千
円
。当
日
会
場
受
付
。来

場
で
き
な
い
方
は
４
月
　
日
日
消
印
有

15

効
で
所
定
用
紙
と
参
加
費
を
〒
　
 
０

278

０
３
７
野
田
　
野
田
俳
句
連
盟
・
松
澤

665

へ
。問
倉
岡
☎
７
１
２
４
 
２
１
３
０

◆
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
 
１
グ
ラ
ン
プ
リ
　
４

月
　
日
醤
　
時
～
　
時
　
分
イ
オ
ン

22

10

16

30

ノ
ア
店
駐
車
場
で
。
９
時
　
分
入
場

45

開
始
、　
時
　
分
投
票
締
切
、　
時
　

15

30

15

45

分
結
果
発
表
。
問（
公
社
）野
田
青
年

－

－

－

－

－

－

－

会
議
所
☎
７
１
２
２
 
９
２
５
６

◆
朱
雀
会
絵
画
展
　
４
月
　
日
鍾
～

24

５
月
１
日
鍾
８
時
　
分
～
　
時（
初

30

17

日
は
　
時
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま

10

16

で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
約
　
点
。
問
 汲
  田
 ☎
　
 
５
７

く
み
 
た

50

090

８
５
 
５
６
２
５

◆
野
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会（
ダ
ブ
ル
ス
）

　
５
月
　
日
上
、
　
日
日
、
　
日
日

12

13

27

総
合
公
園
庭
球
場
で
。男
子
、女
子
、

壮
年
。
参
加
費
１
組
３
千
　
円
。
申

500

込
み
は
４
月
　
日
金
ま
で
に
最
寄
り

20

の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
へ
。
問
川
間
グ
リ

ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
☎
７
１
２
９
 

１
０
５
５

◆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
野
田
場
所
　
５
月

　
日
醤
９
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体

20

30

－

－

－

－

育
館
で
。
小
学
生
。
参
加
費
　
円
200

（
保
険
料
）。申
込
み
は
５
月
７
日
鉦

ま
で
に（
公
社
）野
田
青
年
会
議
所
☎

７
１
２
２
 
９
２
５
６
へ

相
　
談

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
４

月
９
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
　
４
月

　
日
鍾
９
時
～
正
午
川
間
公
民
館

10で
。
高
齢
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
遺

言
、
相
続
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相

談
。
先
着
３
人
。
申
込
み
は
４
月
５

日
障
～
９
日
鉦
に
 
老
い
じ
た
く
あ

－

－

ん
し
ん
ね
っ
と
☎
７
１
６
９
 
４
１

６
５
へ

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、老
若
男
女
問
わ

ず
）・
会
費
（
月
は
月
会
費
、○年 
は
年
会

費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
む
つ
み
会（
料
理
）　
毎
月
第
２
・

３
鐘
　
時
～
正
午
東
部
公
民
館
で
。

10

月
３
千
円
。 文
 
ぶ
ん

 道
 ☎
７
１
２
４
 
２

ど
う

５
５
８

◆
コ
ー
ル
・
ス
ピ
カ（
合
唱
）　
毎
週

鞘
　
時
～
　
時
　
分
西
亀
山
青
年
館

10

12

30

で
。
女
性
。
月
３
千
　
円
。
○入 
千
円
。

500

石
井
☎
７
１
５
４
 
３
０
０
３ －

－

－

匡

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
F
の

順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
　
ペ
ー
ジ
に
答
え
が

18

あ
り
ま
す
。（
出
題
＝
秘
書
広
報
課
・
参
考

＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
最
近
で
は
黒
や
赤
以
外
の
色
も
。②
今

号
　
面
の
旧
花
野
井
家
住
宅
の
屋
根
の

20
材
料
。③
斜
め
型
や
乾
燥
機
能
付
き
も
。

④「
ナ
ウ
」を
日
本
語
で
。⑧
そ
れ
と
な
く

物
事
を
教
え
る
こ
と
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
千
葉
県
の
名
産
品
。八
街
市
が
有
名
。⑤

大
型
の
ト
ン
ボ
。「
オ
ニ
―
―
」。「
ギ
ン
―
―
」。

⑥
他
の
も
の
か
ら
離
れ
て
別
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。「
―
立
」。⑦
漢
字
で「
土
筆
」。食
用

に
も
。⑨
宝
石
の
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
和
名
。

「
瑠
璃
」。⑩
プ
ロ
野
球
の
石
井
投
手
の
妻
で

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の「
―
―
彩
子
」。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
４
月
　
日
１６

月
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ

カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意

見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市

２７８

役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
５
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。
な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
３
月
１
日
号
の
正
解
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

５３

選
の
結
果
、当
選
者
は
瀬
尾
恵
美
子
様
、
高
徳
葵
様
、
寺
田
昭
美
様
、
永
井
瑞
恵
様
、
長
堀
隆
様（
五
十
音
順
）で
す
。

   長内 翔 くん ・ 長内さくらちゃん
かける

     （１９.４.２生・左）      （１６.５.２３生・右）　
　　　    長内あかねちゃん

   （２３.７.１８生・中央） 

　森田あかりちゃん 　

　（２２.１.２７生）　 



市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１１１３号　平成２４年４月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２４.３.１現在）●人口＝１５７,５８２人（＋２２０）　男＝７９,２８６人（＋１４２）　女＝７８,２９６人（＋７８）●世帯数＝６３,０３３世帯（＋２５０）　●市の面積＝１０３.５４㎢

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）１日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）野田病院（☎７１２７－３２００）門倉医院（☎７１２４－５３１１）８日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）花井クリニック（☎７１２３－３９００）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）１５日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）たんぽぽこどもクリニック（☎７１２６－８１１８）西村クリニック（☎７１２３－００５０）２２日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２９日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）うちだ内科クリニック（☎７１２７－８１８１）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３０日（月）

▼
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
１
年
を
迎
え
た
先
月
　
日
。

11

各
地
で
追
悼
や
復
興
支
援
な

ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、岩
手
、

宮
城
、福
島
３
県
の
そ
の
後
の

様
子
も
細
部
に
わ
た
り
放
映

さ
れ
ま
し
た
が
、復
興
に
は
遠

い
状
況
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、ま

だ
ま
だ
支
援
が
必
要
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
▼
野
田
市
で

は
、こ
の
１
年
で
被
災
さ
れ
た

瓦
屋
根
の
修
復
や
道
路
陥
没

の
補
修
な
ど
が
行
わ
れ
、放
射

能
の
除
染
作
業
も
進
ん
で
き

ま
し
た
▼
先
日
閉
会
し
た
３

月
議
会
で
は
、
私
有
地
の
除

染
を
含
め
、災
害
対
応
に
重
点

的
な
対
応
を
図
っ
た
予
算
が

議
決
さ
れ
、い
よ
い
よ
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。（
か
）

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

■旧花野井家住宅の案内図 　
花
野
井
家
は
、
流
山
市
前
ヶ

崎
に
代
々
住
ま
う
旧
家
で
す
。

　
中
世
の
頃
は
前
ヶ
崎
城
に
関

わ
る
地
侍
で
、江
戸
時
代
に
は
前

ヶ
崎
村
の
名
主
を
務
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
江
戸
幕
府
に
よ
り
営

ま
れ
た
馬
の
放
牧
場
で
あ
る

「
小
金
牧
」
を
管
理
す
る
「
 牧
 
も
く

 士
 」と
い
う
役
を
代
々
世
襲
し
、

し「
目
付
牧
士
」に
も
任
ぜ
ら
れ
た

ほ
ど
家
格
が
高
い
家
柄
で
し
た
。

　
旧
花
野
井
家
住
宅
は
、
花
野

井
家
の
主
屋
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
も
の
で
、　
世
紀
後
半
の

17

築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
 茅
  葺
 の

か
や
 ぶ
き

 寄
  棟
 

よ
せ
 む
ね

 造
 で
、
桁
行
十

づ
く
り

間
（
　
・
　
メ
ー
ト
ル
）、
梁
間

15
451

四
間
半（
９
・
　
メ
ー
ト
ル
）、面

108

積
は
　
坪
ほ
ど
の
規
模
で
、

43

現
在
の
一
般
的
な
住
宅
を
や

や
上
ま
わ
る
広
さ
で
す
。

　
建
物
内
は
、
西
側
を
作
業

場
「
土
間
」
と
し
て
、
中
央

を
床
板
張
り
で
囲
炉
裏
が
あ

る
日
常
生
活
の
場「
ひ
ろ
ま
」

と
寝
室
「
へ
や
」、
ま
た
、
東

　
今
回
、年
末
か
ら
3
月
に
か
け

て
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す

る
機
会
が
な
く
な
っ
た
茅
葺
屋

根
の
葺
き
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
旧
花
野
井
家
住
宅
に
使
わ
れ

て
い
た
茅
は
「
し
ま
茅
」
と
呼

ば
れ
、
か
つ
て
は
利
根
川
や
江

戸
川
の
川
縁
に
生
育
し
て
い
た

も
の
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
近
年
で
は
茅
場
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
今
回

は
霞
ヶ
浦
に
生
育
し
て
い
る
も

の
を
刈
り
取
っ
て
用
い
ま
し
た
。

　
「
し
ま
茅
」
は
「
山
茅
」
に

比
べ
茎
が
細
い
こ
と
か
ら
、
繊

細
で
芸
術
的
な
葺
き
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

側
を
客
人
を
迎
え
る
座
敷
「
お

く
の
ま
・
な
か
の
ま
・
し
も
の
ま
」

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
旧
大
沢
家
住
宅（
習
志
野
市
）

や
椎
名
家
住
宅
（
か
す
み
が
う

ら
市
）
と
と
も
に
、
現
存
す
る

も
の
と
し
て
関
東
地
方
で
は
有

数
の
古
い
民
家
建
築
で
あ
り
、

ま
た
、「
牧
士
」
の
住
宅
と
し
て

も
千
葉
県
を
代
表
す
る
貴
重
な

建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
　（
１
９
６
９
）年
に

44

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
屋
の
新
築
を
機
に
野

田
市
に
寄
贈
さ
れ
、
昭
和

　（
１
９
７
１
）年
に
清
水

46に
移
築
し
、
建
築
当
初
の

姿
に
復
元
し
て
い
ま
す
。

（９）

関東有数の古い民家建築（写真は葺き替え前）

国
指
定
重
要
文
化

　
国
指
定
重
要
文
化
財財

　
　
旧
花
野
井
家
住

旧
花
野
井
家
住
宅宅


